
防衛大学校達第３号 

防衛大学校規則（昭和 36年防衛庁訓令第 81号）第 14条及び第 34条の規程に基づき､ 

防衛大学校本科学習規程を次のように定める。 

平成元年４月４日 

防衛大学校長 夏 目 晴 雄 

防衛大学校本科学習規程 

改正  平成２年３月23日防衛大学校達第１号    平成４年３月25日防衛大学校達第２号 

平成４年４月10日防衛大学校達第８号    平成５年３月26日防衛大学校達第５号 

平成６年３月９日防衛大学校達第１号    平成７年３月31日防衛大学校達第３号 

平成８年４月１日防衛大学校達第３号    平成９年３月31日防衛大学校達第５号 

平成10年４月１日防衛大学校達第２号    平成11年４月９日防衛大学校達第２号 

平成12年３月31日防衛大学校達第５号    平成14年２月28日防衛大学校達第１号 

平成14年３月27日防衛大学校達第６号    平成15年10月３日防衛大学校達第13号 

平成16年３月30日防衛大学校達第６号    平成17年３月29日防衛大学校達第３号 

平成17年３月31日防衛大学校達第５号    平成18年３月29日防衛大学校達第１号 

平成19年３月30日防衛大学校達第９号    平成19年８月29日防衛大学校達第12号 

平成20年３月31日防衛大学校達第４号    平成21年３月31日防衛大学校達第３号 

平成22年３月30日防衛大学校達第２号    平成22年10月25日防衛大学校達第13号 

平成23年11月10日防衛大学校達第19号    平成24年３月30日防衛大学校達第４号 

平成25年３月29日防衛大学校達第６号    平成26年３月６日防衛大学校達第２号 

平成27年２月２日防衛大学校達第１号    平成27年８月26日防衛大学校達第13号 

平成28年３月31日防衛大学校達第５号    平成29年３月30日防衛大学校達第５号 

平成31年３月27日防衛大学校達第４号    令和元年７月31日防衛大学校達第４号 

令和２年12月23日防衛大学校達第24号    令和３年３月29日防衛大学校達第６号 

令和３年11月８日防衛大学校達第14号    令和４年８月24日防衛大学校達第21号 

        令和５年２月３日防衛大学校達第１号 

 



（趣旨） 

第１条 この達は、防衛大学校における本科学生（以下「学生」という。）の学習 

に関し、必要な事項を定めるものとする。 

（授業） 

第２条 授業時間表は、学年度の始まる前に定める。ただし、防衛大学校長（以下 

「学校長」という。）は、臨時に変更することができる。 

２ 授業を欠いたため、学業に影響があると認められるときは、所定の授業時間表 

以外の授業を行うことができる。 

（学期） 

第３条 学年度は、前学期及び後学期の２学期とする。 

（授業時限） 

第４条 授業時限は、45分単位とし、授業時限区分表（別表第１）のとおりとする。 

（班の編成） 

第５条 教育課程及び訓練課程を履修させるための学級として、各学年にそれぞれ 

教務班及び訓練班を編成する。 

２ 前項に定めるもののほか、教育課程においては、選択科目班を編成する。 

（授業科目及び単位数） 

第６条 教育課程の授業科目は、教養教育、外国語、体育、専門教育及び防衛学に 

関する科目に区分する。 

２ 前項の授業科目及びその単位数は、別表第２－１及び別表第２－２のとおりと 

する。 

(単位の計算方法及び授業期間) 

第７条 前条の各授業科目の単位数は、１単位の履修時間を教室内及び教室外を合 

わせて 45時間とし、次の各号に定める基準により計算するものとする。 

（1） 講義については、教室内における１時間の講義に対して教室外における２時 

間の準備のための学修を必要とするものとし、15時間の講義をもって１単位と 

する。 

（2） 演習については、教室内における２時間の演習に対して教室外における１時 

間の準備のための学修を必要とするものとし、30時間の演習をもって１単位と 

する。 

（3） 実験、実習、製図及び体育実技等の授業については、学修は、実験室、実習 

場等で行われるものとし、45時間の実験又は実習をもって１単位とする。 

２ 各授業科目の授業は、15週にわたる期間を単位として行うものとする。ただし、 

教育上、特別の必要があると認められる場合は、この限りではない。 

 



（学習申告） 

第８条 学生は、各学年始めの所定の期日までに、当該学年における教育課程学習申告

書を教務部長に提出又は学務システムに入力し、承認を受けなければならない。 

２ 学生が当該学年に申告できる履修科目の単位数の上限は 45単位とする。ただし、 

第４学年については、上限を設けない。 

３ 前項に規定される履修科目の単位数の上限は、防衛大学校規則（昭和 36年防衛庁

訓令第 81号。以下「規則」という。）第 15条の規定により定める学年別履修区分以

外の学年で履修する科目(以下「再履修科目」という。)を除く。 

４ 第２項の規定にかかわらず前年度の成績が優秀と教務部長が認める者については、

上限の単位数を超えて当該学年における履修科目を申告できるものとする。 

５ 学生は、選択必修及び選択科目について、申告期日後に履修科目の追加又は取り消

しをする必要が生じた場合には、履修科目の変更届（別紙様式）を速やかに担当教官

の指導を受けて教務部長に提出し、承認を受けなければならない。 

６ 学校長は、教育訓練上必要と認めるときは、外国の士官学校等に課程の実施を委託

した学生について、規則第 15条の規定により定める学年別履修区分にかかわらず、

教育課程の科目を履修させることができる。 

（成績評定及び単位の修得） 

第９条 学生の成績評定は、次条に規定する評定者が、規則第 14条の規定に定められ

ている教育課程及び訓練課程の全科目並びに学生としての服務について、次の各号の

定めるところにより行うものとする。 

（1）  教育課程にあっては各科目ごとに、訓練課程にあっては全科目を総合して行う。 

（2） 前号の成績の評定は、日常の修学状況及び第 11条の規定に定める試験の結果に 

基づいて、総合考査して行う。 

（3） 評定の結果は、上位からそれぞれ秀、優、良、可及び不可の５種類の評語で表 

す。 

（4） 前号において、成績が可以上の学生は、教育課程にあっては単位を、訓練課程に 

あっては科目を修得したものとし、成績が不可の学生には、単位及び科目の修得は 

認めないものとする。 

（5） 学生としての服務の評定は別に定める。 

２ 学校長は、教育訓練上必要と認めるときは、外国の士官学校等に課程の実施を委託 

した学生が修得した教育課程の単位及び訓練課程の科目について、前項の規定にかか 

わらず、60単位を超えない範囲で、大学校における教育課程及び訓練課程の科目を修 

得したものとみなすことができる。 

３ 前２項の規定にかかわらず、学校長が定める試験において不正行為を行った学生の 

単位及び科目の取扱いは、別に学校長が定めるものとする。 

（評定者） 



第10条 評定者は、教育課程にあっては各科目の担当教官あるいは同一各科目の担当教 

官、訓練課程にあっては訓練部長の指名する教官、学生としての服務にあっては次席 

指導教官及び指導教官とする。 

２ 各科目ごとの評定については、評定すべき教官が２名以上いる場合は、互いに協議 

して評定する。 

（試験） 

第11条 試験の種類は、次の各号の掲げるとおりとする。 

（1） 定期試験 

（2） 追試験 

（3） 再試験 

２ 定期試験は、各学期末に教務部長の定めるところによる。 

３ 追試験は、次の各号の定めるところにより行う。 

（1） 学生が、疾病その他やむを得ない事由により定期試験を受けることができなかっ 

た場合に行う。 

（2） 前号の追試験の実施時期は、教務部長の定めるところによる。 

４ 再試験は、教務部長が必要と認める科目について、次の各号の定めるところにより 

行う。 

（1） 評定者は、前期に終了する教育課程の成績が不可と評定された科目を有する学生 

に対し、当該科目の再試験を行うことができる。 

（2） 評定者は、進級が認められた学生のうち、教育課程の成績が不可と評定された科 

目を有するものに対し、当該科目の再試験を行うことができる。 

（3） 前２号に規定するもののほか、評定者は、原則として学生の卒業又は進級にかか 

わる教育課程の成績が不可と評価された科目を有するものに対し、当該科目の開講 

時期と同一の年度内に再試験を行うことができる。 

（4） 第１号の再試験は冬季休暇終了直後に、第２号の再試験は夏季休暇終了直後に、 

前号の再試験は後期定期試験終了直後に、それぞれ１回行う。ただし、前号による 

再試験を行った科目については、第２号による再試験を行わないもの 

とする。 

（出席時間） 

第12条 学生の教育課程の出席時間が、各科目ごとに定められた総時間数の３分の２に

達しない場合は、当該科目の成績は評定しないものとする。 

２ 学生の訓練課程の出席時間が、１年を通じて定められた訓練時間数の３分の２に達 

しない場合は、その成績は評定しないものとする。 

 



（成績の入力及び通知） 

第13条 各評定者は、各学年の成績を所定の用紙に記入し、教育課程にあっては定期試 

験終了後定められた期間内に、訓練課程にあっては学年末に、学生としての服務に 

あっては定められた期間内に、学務システムに入力するものとする。 

２ 教務部長は、学生の各学期及び各学年における成績表を訓練部長に送付するものと 

する。 

３ 訓練部長は、学生に前項の成績を通知するものとする。ただし、学生としての服務 

の成績は、訓練部長が教育上の観点から通知することが適当と認めた場合を除き通知 

しない。 

（修業期間の延長） 

第14条 学校長は、学生が次の各号の一に該当する場合は、当該学年における修業期間 

を延長するものとする。 

（1） 第１学年から第３学年の各学年終了時、別表第３の進級に必要な単位を修得でき 

なかった場合 

ただし、外国の士官学校等に課程の実施を委託した学生については、この規定に 

かかわらず、学校長が別に定めるところによる。 

（2） 第４学年終了時、別表第３の卒業に必要な単位を修得できなかった場合 

（3） 当該学年で履修すべきものと定められている訓練課程の成績が不可の場合 

（4） 当該学年時の服務が良好でない場合 

２ 追試験の結果が判明しなければ進級の決定ができない学生は、当該期間原学年にと 

どめておくものとする。 

３ 第１項の規定に基づき修業期間を延長した学生（第９条第３項の適用を受ける者を 

除く。）の当該学年に履修した単位等（修得した再履修科目及び特に学校長が認めた 

場合を除く。）は、無効とする。ただし、教育課程の科目のうち、体育実技及び卒業 

研究を除き、成績が秀及び優と評定された科目の単位については、有効とする。 

（進級会議） 

第15条 学生の進級又は卒業の資格並びに修業期間の延長の適否の確認をするため、後 

期定期試験終了後に進級会議を開催するものとする。 

２ 進級会議は、学校長、副校長、総務部長、教務部長、訓練部長、先端学術推進機構 

長、総合情報図書館長及び各学群長をもって構成し、学校長がその議長となる。 

３ 進級会議の庶務は、教務課において行う。 

４ 進級会議の下に、教育課程進級委員会、訓練課程進級委員会及び服務進級委員会 

を置き、進級会議が行う確認に必要な認定を行う。 

５ 各委員会の委員長は、前項の認定結果について進級会議に通知するものとする。 

６ 進級会議は議長が必要と認めた場合、第１項の規定にかかわらず、開催できるも 



のとする。  

（教育課程進級委員会） 

第 15条の２ 教育課程の成績による学生の進級又は卒業の資格並びに修業期間の延 

長の適否の認定をするため、後期定期試験終了後に教育課程進級委員会を開催する 

ものとする。 

２  教育課程進級委員会は、副校長（教官）、教務部長、先端学術推進機構長、各学 

群長、各教育室長、各学科長、教務課長、教養教育センター長及び国際交流セン 

ター長をもって構成し、副校長(教官)がその委員長となる。 

３ 教育課程進級委員会の庶務は、教務課において行う。 

（訓練課程進級委員会） 

第 15条の３ 訓練課程の成績による学生の進級又は卒業の資格並びに修業期間の延 

 長の適否の認定をするため、後期定期試験終了後に訓練課程進級委員会を開催する 

 ものとする。 

２  訓練課程進級委員会は、副校長（自衛官）、訓練部長、訓練課長及び各大隊首席 

指導教官をもって構成し、副校長(自衛官)がその委員長となる。 

３ 訓練課程進級委員会の庶務は、訓練課において行う。 

（服務進級委員会） 

第 15条の４ 服務の成績による学生の進級又は卒業の資格並びに修業期間の延長の適 

否の認定をするため、後期定期試験終了後に服務進級委員会を開催するものとする。 

２ 服務進級委員会は、副校長（自衛官）、訓練部長、学生課長、訓育室長、総括首 

席指導教官及び各大隊首席指導教官をもって構成し、副校長（自衛官）がその議長 

となる。 

３ 服務進級委員会の庶務は、学生課において行う。 

４ 服務進級委員会は議長が必要と認めた場合、臨時に開催できるものとする。 

（欠課） 

第16条 学生が、欠課をした場合には、教務部長の定めるところにより欠課届を提出す 

る。ただし、病気休暇及び特別休暇の場合には、この手続きを要しない。 

２ 学生が、次の各号に掲げる事由により欠課した場合は、欠課時数に算入しない。 

（1） 防衛大学校学生及び防衛医科大学校学生の勤務時間及び休暇に関する訓令（昭和 

30年防衛庁訓令第２号）第６条第１項及び第２項に規定する特別休暇の場合 

（2） その他やむを得ない事由により学校長がこれを認めた場合 

（留学生の進級又は卒業の資格並びに修業期間の延長の適否） 

第 17条 防衛大学校における自衛隊法（昭和２９年法律第 165 号）第 100条の２第１

項の規定により教育訓練を受ける防衛大学校本科外国人留学生（以下「留学生」とい

う。）の進級又は卒業の資格並びに修業期間の延長の適否については、次条から第 20

条までの規定を適用する。 

（留学生の進級の特例） 

第 18条 第 14条第１項第１号及び第３号、同条第２項及び同条第３項の規定は、留学

生を委託または推薦した当該外国政府から申請があった場合を除き、留学生には適

用しないことができる。ただし、第９条第３項の適用を受ける者は、この限りでない。 



（留学生の卒業の特例） 

第 19条 第 14条第１項第２号については、別表第２－１に示す防衛学を除く授業科  

 目のうち、留学生が独立行政法人大学改革支援・学位授与機構が認定した防衛大学 

校の卒業基準 128 単位（教務部長が定める専門科目を含む。）を修得している場合 

は、留学生を委託または推薦した当該外国政府から申請があった場合を除き、これ 

を適用しないことができる。ただし、第９条第３項の適用を受ける場合は、この限 

りでない。 

（進級会議により進級又は卒業の資格並びに修業期間の延長が認められなかった留学

生の扱い） 

第 20条 進級会議により進級又は卒業の資格並びに修業期間の延長が認められなかった 

留学生については、自衛隊法施行令（昭和２９年政令第 179号））第 126条の 10によ 

り、同施行令に規定する教育訓練の受託者とその取り消しについて協議するものとす 

る。当該協議により、教育訓練の受託が取り消されることとなった留学生には、別に 

定めるところにより在籍期間証明書を発行することができる。 

（委任規定） 

第 21条 この達の実施に関し必要な細部事項は、教育課程に係るもの（教育プログラ 

ムに係るものを除く。）にあっては教務部長が、教育課程のうち、教育プログラムに 

係るものにあっては先端学術推進機構長が、訓練課程及び学生としての服務に係るも 

のにあっては訓練部長が、それぞれ定めるものとする。 

 

附 則 

１ この達は、平成元年４月４日から施行する。ただし、第８条の規定は、第 36期以 

前の学生には適用しない。 

２ 次の各号に掲げる達は、廃止する。 

（1） 授業、試験及び表簿等に関する達（昭和 28年保安大学校達第７号） 

（2） 成績評定、進級及び卒業等に関する達（昭和 35年防衛大学校達第１号） 

（3） 本科教育課程の選択科目及び当該科目の履修に関する達（昭和 51年防衛大学 

校達第１号） 

３ 第５条第２項の規定の第 36期以前の学生への適用については、なお廃止前の授 

業、試験及び表簿等に関する達の定めるところによる。 

４ 第６条第２項の第 36期以前の学生への適用については、なお廃止前の成績評定、 

進級及び卒業等に関する達並びに廃止前の本科教育課程の選択科目及び当該科目 

の履修に関する達の定めるところによる。 

５ 第９条第３号及び第４号の規定、第 11条第３項第２号並びに第４項第１号及び 

第２号の規定、第 12条の規定、第 14条第１項第１号から第３号及び第３項の規定 



及び第 15条第１項の規定の第 36期以前の学生への適用については、なお廃止前の 

成績評定、進級及び卒業等に関する達の定めるところによる。 

 

 

６ 第 11条第４項第３号の規定の第 36期以前の学生への適用については、同条に定 

めるもののほか、評定者が、特に必要と認めた場合に行うことができる。 

７ 第 14条の規定の第 36期以前の学生への適用に関しての進級会議における進級の 

取り扱いについては、なお従前の例による。 

８ 防衛大学校における専決及び代決に関する達（昭和 46年防衛大学校達第８号） 

の一部を次のとおりに改正する。 

〔次のとおり略〕 

９ 平成 22年度において、第 11条第４項第１号の規定により再試験を行う場合には、 

同項第３号の規定にかかわらず、冬季休暇前の別に学校長が定める時期に実施す 

ることができる。 

10 平成 23年度において、第 11条第４項第１号の規定により再試験を行う場合には、 

同項第３号の規定にかかわらず、冬季休暇前の別に学校長が定める時期に実施す 

ることができる。 

附 則（平成２年３月 23日防衛大学校達第１号） 

この達は、平成２年４月１日から施行する。 

附 則（平成４年３月 25日防衛大学校達第２号） 

この達は、平成４年４月１日から施行する。 

附 則（平成４年４月 10日防衛大学校達第８号） 

この達は、平成４年４月 10日から施行する。 

附 則（平成５年３月 26日防衛大学校達第５号） 

１ この達は、平成５年４月１日から施行する。 

２ 平成５年４月１日現在、在学中の者が平成４年度以前に履修した必修科目につ 

いては、改正後の別紙第３の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

附 則（平成６年３月９日防衛大学校達第１号） 

この達は、平成６年４月１日から施行する。 

附 則（平成７年３月 31日防衛大学校達第３号） 

この達は、平成７年４月１日から施行する。 

附 則（平成８年４月１日防衛大学校達第３号） 

１ この達は、平成８年４月１日から施行する。 

２ 第 43期以前の本科学生（修業期間の延長により、第 44期学生と同一学年となっ 



た者を除く。）の修学については、この達の施行後も、なお従前の例による。 

附 則（平成９年３月 31日防衛大学校達第５号） 

 

 

１ この達は、平成９年４月１日から施行する。 

２ 第 43期以前の本科学生（修業期間の延長により、第 44期学生と同一学年となっ 

た者を除く。）の修学については、この達の施行後も、なお従前の例による。 

附 則（平成 10年４月１日防衛大学校達第２号） 

１ この達は、平成 10年４月 10日から施行する。 

２ 第 43期以前の本科学生（修業期間の延長により、第 44期学生と同一学年となっ 

た者を除く。）の修学については、この達の施行後も、なお従前の例による。 

附 則（平成 11年４月９日防衛大学校達第２号） 

この達は、平成 11年４月９日から施行する。 

附 則（平成 12年３月 31日防衛大学校達第５号） 

１ この達は、平成 12年４月１日から施行する。 

２ 第６条、第８条及び第 14条の規定の第 47期以前の本科学生（修業期間の延長に 

より、第48期学生と同一学年となった者を除く。）への適用については、この達 

の施行後も、なお従前の例による。 

附 則（平成 14年２月 28日防衛大学校達第１号） 

この達は、平成 14年３月１日から施行する。 

附 則（平成 14年３月 27日防衛大学校達第６号） 

１ この達は、平成 14年４月１日から施行する。 

２ 第 47期以前の学生（修業期間の延長により、第 48期学生と同一学年となった者 

を除く。）への適用については、この達の施行後も、なお従前の例による。 

３ 別表第２の改正規定中、専門基礎理工学専門理工学の項中の授業科目選択の欄 

の第 48期及び第 49期学生への適用については、この達の施行後も、なお従前の例 

による。 

附 則（平成 15年 10月３日防衛大学校達第 13号） 

この達は、平成 15年 10月９日から施行する。 

附 則（平成 16年３月 30日防衛大学校達第６号） 

この達は、平成 16年４月１日から施行する。 

附 則（平成 17年３月 29日防衛大学校達第３号） 

１ この達は、平成 17年４月１日から施行する。 

２ 平成 16年度以前に採用した本科学生（修業期間の延長により、平成 17年度以降 



に採用した本科学生と同一学年となった者を除く。）の修学については、なお従 

前の例による。 

 

 

附 則（平成 17年３月 31日防衛大学校達第５号） 

この達は、平成 17年４月１日から施行する。 

附 則（平成 18年３月 29日防衛大学校達第１号） 

この達は、平成 18年４月１日から施行する。 

附 則（平成 19年３月 30日防衛大学校達第９号） 

１ この達は、平成 19年４月１日から施行する。 

２ 平成 16年度以前に採用した本科学生（修業期間の延長により、平成 17年度以降 

に採用した本科学生と同一学年となった者を除く。）の修学については、なお従 

前の例による。 

附 則（平成 19年８月 29日防衛大学校達第 12号） 

１ この達は、平成 19年９月１日から施行する。 

附 則（平成 20年３月 31日防衛大学校達第４号） 

１ この達は、平成 20年４月１日から施行する。 

２ 別表第２の改正中、理工学専門応用物理学科理工学選択必修及び選択について 

は、平成 19年度以前に採用した本科学生（修業期間の延長により、平成 20年度以 

降に採用した本科学生と同一学年となった者を除く。）の修学については、なお 

従前の例による。 

３ 別表第３の（理工学専攻）注意オ中の建設環境工学科については、平成 18年度 

以前に採用した本科学生（修業期間の延長により、平成 19年度以降に採用した本 

科学生と同一学年となった者を除く。）の修業については、なお従前の例による。 

附 則（平成 21年３月31日防衛大学校達第３号） 

１ この達は、平成 21年４月１日から施行する。 

２ 別表第２－１については、平成 21年度以降に採用する本科学生（修業期間の延 

長により、平成 21年度以降に採用した本科学生と同一学年となった者を含む。） 

に適用する。 

３ 別表第２－２については、平成 21年度以前に採用した本科学生（修業期間の延 

長により、平成 21年度以降に採用した本科学生と同一学年となった者を除く。） 

に適用する。 

４ 別表第３については、平成 21年度以前に採用した本科学生（修業期間の延長に 

より、平成 21年度以降に採用した本科学生と同一学年となった者を除く。）の修 



学は、この達の施行後も、なお従前の例による。 

附 則（平成 22年３月 30日防衛大学校達第２号） 

 

 

１ この達は、平成 22年４月１日から施行する。 

２ 本規程（別表以外）の改正は、平成 21年度以前に採用した本科学生（修業期間 

の延長により、平成 22年度以降に採用した本科学生と同一学年になったものを除 

く。）の修学については、この達施行後も、なお従前の例による。 

附 則（平成 22年 10月 25日防衛大学校達第 13号） 

この達は、平成 22年 10月 25日から施行する。 

附 則（平成 23年 11月 10日防衛大学校達第 19号） 

この達は、平成 23年 11月 10日から施行する。 

附 則（平成 24年３月 30日防衛大学校達第４号） 

１ この達は、平成 24年４月１日から施行する。 

２ 別表第２－１については、平成 24年度以降に採用する本科学生（修業期間の延 

長により、平成 24年度以降に採用した本科学生と同一学年となった者を含む。） 

に適用する。 

３ 別表第２－２については、平成 24年度以前に採用した本科学生（修業期間の延 

長により、平成 24年度以降に採用した本科学生と同一学年となった者を除く。） 

に適用する。 

４ 別表第３については、平成 24年度以前に採用した本科学生（修業期間の延長に 

より、平成 24年度以降に採用した本科学生と同一学年となった者を除く。）の修 

学は、この達の施行後も、なお従前の例による。 

附 則（平成 25年３月 29日防衛大学校達第６号） 

この達は、平成 25年４月１日から施行する。 

附 則（平成 26年３月６日防衛大学校達第２号） 

この達は、平成 26年３月６日から施行する。 

附 則（平成 27年２月２日防衛大学校達第１号） 

この達は、平成 27年２月２日から施行する。 

附 則（平成 27年８月 26日防衛大学校達第 13号） 

１ この達は、平成 27年８月 26日から施行する。 

２ 別表第２－１については、平成 24年度以降に採用した本科学生（修業期間の延 

長により、平成 24年度以降に採用した本科学生と同一学年となった者を含む。） 

に適用する。 



３ 別表第３については、平成 24年度以前に採用した本科学生（修業期間の延長に 

より、平成 24年度以降に採用した本科学生と同一学年となった者を除く。）の修 

 

 

学は、この達の施行後も、なお従前の例による。 

附 則（平成 28年３月 31日防衛大学校達第５号） 

１ この達は、平成 28年４月１日から施行する。 

２ 別表第２－１については、平成 28年度以降に採用した本科学生（修業期間の延 

長により、平成 28年度以降に採用した本科学生と同一学年となった者を含む。） 

に適用する。 

３ 別表第２－２については、平成 24年度以降に採用した本科学生（修業期間の延 

長により、平成 24年度以降に採用した本科学生と同一学年となった者を含む。） 

に適用する。 

附 則（平成 29年３月 30日防衛大学校達第５号） 

１ この達は、平成 29年４月１日から施行する。 

２ 平成 29年度以前に採用した本科学生（修業期間の延長により、平成 29年度以降 

に採用した本科学生と同一学年となった者を除く。）の修学については、なお従 

前の例による。 

附 則（平成 31年３月 27日防衛大学校達第４号） 

１ この達は、平成 31年４月１日から施行する。 

２ 別表第２－１については、平成 30年度以降に採用した本科学生（修業期間の延長 

により、平成 30年度以降に採用した本科学生と同一学年となった者を含む。）に適 

用する。 

３ 別表第２－２については、平成 29年度以前に採用した本科学生（修業期間の延長 

により、平成 30年度以降に採用した本科学生と同一学年となった者を徐く。）に適 

用する。ただし、修業期間を延長した者に対する必修及び選択必修の欄の適用に 

ついては、教務部長が別に定める。 

附 則（令和元年７月３１日防衛大学校達第４号） 

この達は、令和元年８月１日から施行する。 

附 則（令和２年１２月２３日防衛大学校達２４号） 

 この達は、令和３年１月１日から施行する。 

附 則（令和３年３月２９日防衛大学校達第６号） 

１ この達は、令和３年４月１日から施行する。 

２ 別表第２－１については、令和３年度以降に採用した本科学生(修業期間の延長 

により、令和３年度以降に採用した本科学生と同一学年となった者を含む。)に適 



用する。 

３ 別表第２－２については、令和２年度以前に採用した本科学生(修業期間の延長 

により、令和２年度以降に採用した本科学生と同一学年となった者を徐く。)に適 

用する。ただし、修業期間を延長した者に対する必修及び選択必修の欄の適用に

ついては、教務部長が別に定める。 

４ 別表第３について、令和２年度以前に採用した本科学生（修業期間の延長によ

り、令和２年度以降に採用した本科学生と同一学年となった者を除く。）の修学

は、この達施行後も、なお従前の例による。 

附 則（令和３年１１月８日防衛大学校達第１４号） 

１ この達は、令和４年４月１日から施行する。 

２ 防衛大学校本科外国人留学生の進級及び卒業等の特例に関する達（平成２７年 

防衛大学校達第７号）は、廃止する。 

附 則（令和４年８月２４日防衛大学校達第２１号） 

１ この達は、令和４年９月１日から施行する。 

２ 令和３年度以前に採用した本科学生（修業期間の延長により、令和４年度以降 

に採用した本科学生と同一学年となった者を除く。）の修学については、なお従 

前の例による。 

  附 則（令和５年２月３日防衛大学校達１号） 

この達は、令和５年２月３日から施行する。 

 



別表第１(第４条関係) 

 
授 業 時 限 区 分 表 

 

 

時限 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

 

時間 

0830 

0915 

0915 

1000 

1010 

1055 

1055 

1140 

1315 

1400 

1400 

1445 

1455 

1540 

1540 

1625 

1630 

1715 

   



 

別表第２－１(第６条関係) 

本科教育課程の科目及び単位 

部 門 区分 
専 攻 
又 は 

要 員 

授   業   科   目 履修 
単位 

数 必  修 選択必修 選  択 

教養教
育 

 人文・  
社会科

学 

基礎ゼミナール(1)、数
学Ａ(2)、数学Ｂ(2)、

物理学(概論)(2)、化学
序論(2)、自然科学実験
(2)、近現代史(2) 

地球と海洋(2)、先端エレク
トロニクス入門(2)、コンピ

ュータリテラシー(2)、メカ
ライフ(機械と社会)(2)、飛
行機とロケット(2)、土木地

理学(2) 

グローバルコミュニケーションⅢ
(1)、地理学研究(2)、欧米史研究

(2)、日本・アジア史研究(2)、実
験心理学(2)、カウンセリング(2)
、哲学研究(2)、近代文学史(2)、

日本文学評論(2)、漢文学(2)、組
織経営とリーダーシップ(2)、領
域国際法(2)、現代社会と法(2)、

戦争と国際法(2)、安全科学総論(
安全科学とリスクマネジメント
)(2)、太平洋戦争への道(2)、現

代数学の思想(2)、スポーツのコ
ーチング(2)、武道史と武道論考
(2)、スポーツ技術論(2)、図形科

学(2) 、振動と震動の世界(2)、
航空宇宙セキュリティ論(2)、火
薬概論(2)、分子生物学とバイオ

テクノロジー(2)、地球惑星科学
概論(2)、放射線の科学(2)、日本
語研究Ⅰ(2)、日本語研究Ⅱ(2)、

グローバルコミュニケーション入
門(1)、グローバルコミュニケー
ションⅠ基礎(1)、グローバルコ

ミュニケーションⅠ応用(1)、グ
ローバルコミュニケーションⅡ基
礎(1)、グローバルコミュニケー

ションⅡ応用(1)、地域研究(2)、
艦艇工学概論(2)、特別講義(1～
2)、及び先端学術推進機構長が定

めるプログラム科目 

２４ 

 理工学 基礎ゼミナール(1)憲法

(2)、国際法(2) 、近現
代史(2) 

心理学(2)、思想と文化(2)、

言語と文化(2)、政治学(2)、
経済学(2)、法学(2)、アジア
史(2)、欧米史(2)、地理学(2) 

グローバルコミュニケ―ションⅢ

(1)、地理学研究(2)、欧米史研究
(2)、日本・アジア史研究(2)、実
験心理学(2)、カウンセリング(2)

、哲学研究(2)、近代文学史(2)、
日本文学評論(2)、漢文学(2)、組
織経営とリーダーシップ(2)、領

域国際法(2)、現代社会と法(2)、
戦争と国際法(2)、安全科学総論(
安全科学とリスクマネジメント

)(2)、太平洋戦争への道(2)、現
代数学の思想(2)、スポーツのコ
ーチング(2)、武道史と武道論考

(2)、スポーツ技術論(2)、図形科
学(2) 、振動と震動の世界(2)、
航空宇宙工学概論(2)、航空宇宙

セキュリティ論(2)、火薬概論(2)
、分子生物学とバイオテクノロジ
ー(2)、光・電波と人間(2)、地球

惑星科学概論(2)、土木工学概論
(2)、放射線の科学(2)、日本語研
究Ⅰ(2)、日本語研究Ⅱ(2)、グロ

ーバルコミュニケーション入門
(1)、グローバルコミュニケーシ
ョンⅠ基礎(1)、グローバルコミ

ュニケーションⅠ応用(1)、グロ
ーバルコミュニケーションⅡ基礎
(1)、グローバルコミュニケーシ

ョンⅡ応用(1)、地域研究(2)、国
際関係論概説(2)、艦艇工学概論
(2)、特別講義(1～2)及び先端学

術推進機構長が定めるプログラム
科目 

２４ 

外国語  共通 大学英語基礎(2)、大学 日本語(2)、ドイツ語初級(2) 英語演習(2)、時事英語(2)、スピ １４ 



 

英語読解(2)、英語表現
法Ⅰ(2)、英語表現法
Ⅱ(2)、英語特講Ⅰ(2)

、英語特講Ⅱ(2) 

、フランス語初級(2)、ロシ
ア語初級(2)、中国語初級(2)
、朝鮮語初級(2)、アラビア

語初級(2)、ポルトガル語初
級(2) 

ーチ＆ディベート(2)、ドイツ語
中級Ⅰ(1)、ドイツ語中級Ⅱ(1)、
ドイツ語上級Ⅰ(1)、ドイツ語上

級Ⅱ(1)、フランス語中級Ⅰ(1)、
フランス語中級Ⅱ(1)、フランス
語上級Ⅰ(1)、フランス語上級Ⅱ

(1)、ロシア語中級Ⅰ(1)、ロシア
語中級Ⅱ(1)、ロシア語上級Ⅰ(1)
、ロシア語上級Ⅱ(1)、中国語中

級Ⅰ(1)、中国語中級Ⅱ(1)、中国
語上級Ⅰ(1)、中国語上級Ⅱ(1)、
朝鮮語中級Ⅰ(1)、朝鮮語中級Ⅱ

(1)、朝鮮語上級Ⅰ(1)、朝鮮語上
級Ⅱ(1)、アラビア語中級Ⅰ(1)、
アラビア語中級Ⅱ(1)、アラビア

語上級Ⅰ(1)、アラビア語上級Ⅱ
(1)、ポルトガル語中級Ⅰ(1)、ポ
ルトガル語中級Ⅱ(1)、ポルトガ

ル語上級Ⅰ(1)、ポルトガル語上
級Ⅱ(1)、中級英語(2)、アカデミ
ック・ライティング(2) 

体育  共通 体育理論(2)、体育実技
Ⅰ(1)、体育実技Ⅱ(1)
、体育実技Ⅲ(1)、体育

実技Ⅳ(1) 

  ６ 

専門基

礎 

人文

・ 
社会
科学

専門 

人文・ 

社会科 
学 

歴史学(2)、人間学(2)

、憲法(2)、国際法概論
(2)、法学基礎(2)、政
治学基礎(2)、社会学基

礎(2)、経済学基礎(2) 

 言語文化論(2)、組織管理(2)、国

際関係概論(2) 

１８ 

理工
学専

門 

理工学 数学Ⅰ(2)、数学Ⅱ(2)
、数学Ⅲ(2)、理工学入

門(2)、物理学Ⅰ(2)、
物理学Ⅱ(2)、物理学
Ⅲ(2)、化学Ⅰ(2)、化

学Ⅱ(2)、数学Ⅰ演習
(1)、数学Ⅱ演習(1)、
数学Ⅲ演習(1)、基礎科

学実験(1)、化学実験
(1)、物理学実験(1) 

 数学Ⅳ(2)、複素関数論(2)、確率
・統計(2)、物理学Ⅳ(2)、生物化

学(2)、エンジニアリング・メカ
ニクス(2) 

３０ 

人文・
社会科
学専門 

人間
文化
学科 

人文・
社会科
学 

欧米史概論(2)、アジア
史概論(2)、日本史概論
(2)、現代史概論(2)、

宗教文化論(2)、地域思
想論(2)、異文化コミュ
ニケーション論(2)、卒

業研究(6)、地域文化論
(2)、心理学概論(2)、
日本言語文化論(2)、比

較文化概論(2)、古典学
概論(2)、英語研究(2)
、人間文化研究Ⅰ(2)、

人間文化研究Ⅱ(2)、人
間文化研究Ⅲ(2) 

文献講読Ⅰ(2)、文献講読Ⅱ
(2)、 欧米史特論(2)、アジ
ア史特論(2)、日本史特論(2)

、現代史特論(2)、地域紛争と
宗教文化(2)、地域環境論(2)
、ストレス管理論(2)、人間関

係論(2)、心理学実験法(2)、
現代思想(2)、日本古典学特論
(2)、比較文化論(2)、メディ

ア文化論(2)、多文化社会論
(2)、異文化交流論(2)、地域
情報学(2)、政治外交史(2)、

文献購読Ⅲ(2) 

特別講義(1～2)、人文・社会科学
専攻他学科の専門科目及び先端学
術推進機構長が定めるプログラム

科目 

６６ 

公共

政策
学科 

人文・

社会科
学 

公共政策総論(2)､政策

過程(2)､日本経済(2)、
危機管理政策Ⅰ(日本) 
(2)、危機リスク管理原

論(2)、国際経済学(2)
、社会調査法(2)、経済
政策(2)、安全保障法制

(2)、行政法(2)、公共
政策研究Ⅰ(4)、公共政
策研究Ⅱ(4)、公共政策

研究Ⅲ(2)、卒業研究
(6)、管理学(2)、ゲー
ム理論(2) 

法学(2)、社会学(2)、政治外

交史(4)、科学と倫理(2)、公
共マーケティング(2)、意思
決定論(2)、厚生経済学(2)、

危機事案研究Ⅰ(2)、危機事
案研究Ⅱ(2)、危機管理政策
Ⅱ(中東)(2)、危機管理政策

Ⅲ(欧州)(2)、危機管理政策
Ⅳ(米州)(2)、災害組織論(2)
、公共選択(2)、情報と意思

決定(2)、刑事法(2)、軍隊と
社会(2)、危機管理特論(2)、
安全科学総論(安全科学とリ

スクマネジメント)(2)、海洋
環境セキュリティ論(2)、航
空宇宙セキュリティ論(2)、

ストレス管理論(2)、安全と
防災の化学(2)、火薬概論(2)

特別講義(1～2)､人文・社会科学

専攻他学科の専門科目及び先端学
術推進機構長が定めるプログラム
科目 

６６ 



 

、バイオセキュリティー概論
(2)、震災工学(2)、大規模災
害概論(2)、土木地理学(2)、

情報セキュリティ概論(2)、
放射線の科学(2)、地域情報
学(2)、人的資源管理論(2)、

政治学(2)、行政学(2)、日本
政治(2)、文化政策論(2)、情
報社会論(2) 

国際
関係
学科 

人文・
社会科
学 

国際政治学(4)､国際政
治史(4)､国際法(4)､政
治外交史(4)､軍備管理

論(2)､危機リスク管理
原論(2)、危機管理政策
Ⅰ(日本)(2)、国際関係

研究Ⅰ(4)、国際関係研
究Ⅱ(4)、現代地域研究
Ⅰ(2)、現代地域研究

Ⅱ(2)、卒業研究(6) 

安全保障政策論(2)、海洋法
概論(2)、国際機構論(2)、危
機事案研究Ⅰ(2)、危機事案

研究Ⅱ(2)、比較政治(2)、危
機管理政策Ⅱ(中東)(2)、危
機管理政策Ⅲ(欧州)(2)、危

機管理政策Ⅳ(米州)(2)、現
代地域研究Ⅲ(2)､現代地域研
究Ⅳ(2)、現代地域研究Ⅴ(2)

､現代地域研究Ⅵ(2)、国際シ
ステム論(2)、科学と倫理(2)
、意思決定論(2)、災害組織

論(2)、情報と意思決定(2)、
危機管理特論(2)、安全科学
総論(安全科学とリスクマネ

ジメント)(2)、海洋環境セキ
ュリティ論(2)、航空宇宙セ
キュリティ論(2)、社会調査

法(2)、ストレス管理論(2)、
安全と防災の化学(2)、火薬
概論(2)、バイオセキュリテ

ィー概論(2)、震災工学(2)、
大規模災害概論(2)、土木地
理学(2)、情報セキュリティ

概論(2)、放射線の科学(2)、
地域情報学(2)、国際関係特
論(2)、現代地域研究Ⅶ(2) 

特別講義(1～2)､人文・社会科学
専攻他学科の専門科目及び先端学
術推進機構長が定めるプログラム

科目 

６６ 

理工学
専門 

応用
物理

学科 

理工学 応用数学(2)、力学(2)
、熱力学(2)、電磁気学

(2)、量子力学(2)、統
計力学(2)、連続体力学
(2)、応用物理学ゼミ

(4)、応用物理学演習
Ⅰ(1)、応用物理学演習
Ⅱ(1)、応用物理学実験

Ⅰ(1)、応用物理学実験
Ⅱ(1)、卒業研究(6) 

応用情報処理(2)、回路論(2)
、弾塑性力学(2)、量子物理

学(2)、物質科学Ⅰ(2)、物質
科学Ⅱ(2)、原子核物理学(2)
、先端科学技術概論(2)、プ

ラズマ工学(2)、光科学(2)、
応用物理学演習Ⅲ(1)、応用
物理学演習Ⅳ(1) 

人間情報工学(2)、電子情報工学
(2)、バイオメカニクス(2)、計算

機シミュレーション科学(2)、高
速弾道学(2)、放射線計測(2)、超
伝導(2)、応用数理科学(2)、放射

線安全管理学(2)、相対性理論(2)
、特別講義(1～2)、理工学専攻他
学科の専門科目及び先端学術推進

機構長が定めるプログラム科目 

５４ 

応用

化学
科 

理工学 無機化学(2)､有機化学

(2)､物理化学(2)､分析
化学(2)､応用無機化学
(2)、応用有機化学(2)

、応用物理化学(2)、高
分子化学Ⅰ(2)、反応化
学(2)、燃料化学(2)､火

薬学Ⅰ(2)、生命化学
Ⅰ(2)、細胞生物学(2)
、化学演習(1)、応用化

学ゼミ(2)、応用化学実
験Ⅰ(1)、応用化学実験
Ⅱ(1)、応用化学実験Ⅲ

(1)、卒業研究(6) 

機器分析化学(2)、高分子化

学Ⅱ(2)、プロセス化学(2)、
触媒化学(2)、火薬学Ⅱ(2)、
生命化学Ⅱ(2)、コンピュー

タ化学(2)、分子生物学(2)、
同位体と材料の無機化学(2)
、有機合成化学(2)、分子統

計熱力学(2)、生命システム
解析学(2) 

応用電気化学(2)、遺伝子工学(2)

、微生物学(2)、バイオセキュリ
ティー概論(2)、高性能高分子の
耐久性の化学(2)、安全と防災の

化学(2)、資源環境分析(2)、特別
講義(1～2)、理工学専攻他学科の
専門科目及び先端学術推進機構長

が定めるプログラム科目 

５４ 

地球

海洋
学科 

理工学 熱力学(2)、流体力学

(2)、応用電磁気学(2)
、応用数学(2)、海洋学
(2)、天文学(2)、固体

力学(2)、気象学概論
(2)、振動波動学(2)、
情報処理(2)、地球海洋

学演習Ⅰ(1)、地球海洋
学演習Ⅱ(1)、地球海洋
学演習Ⅲ(1)、計算地球

科学演習(1)、論文講読
演習(1)、地球海洋学実

信号解析(2)、地球惑星科学

(2)、応用気象学(2)、宇宙物
理学(2)、航空気象学(2) 、
地球海洋学基礎英語(2)、地

球海洋学英語(2)、海洋大気
物理学(2)、海洋探知工学(2)
、大気科学(2)、リモートセ

ンシング(2)、海洋音響計測
(2)、観測地球物理学(2)、地
球環境解析学(2) 

気候学(2)､衛星画像処理概論(2)

、特別講義(1～2)､理工学専攻他
学科の専門科目及び先端学術推進
機構長が定めるプログラム科目 

５４ 



 

験Ⅰ(1)、地球海洋学実
験Ⅱ(1)、卒業研究(6)
、地圏環境科学(2) 

電気
電子
工学

科 

理工学 電気数学(2)、電子理論
(2)、電気計測(2)、電
気電子実験Ⅰ(1)、電気

電子実験Ⅱ(1)、卒業研
究(6)、電気磁気学Ⅰ
(2)、電気磁気学Ⅱ(2)

、電気回路Ⅰ(2)、電気
回路Ⅱ(2)、電気磁気学
演習Ⅰ(1)、電気磁気学

演習Ⅱ(1)、電気回路演
習Ⅰ(1)、電気回路演習
Ⅱ(1) 

コンピュータ基礎(2)、電子
物性(2)、固体電子工学(2)、
電子デバイス(2)、制御工学

Ⅰ(2)､制御工学Ⅱ(2)、電子
回路Ⅰ(2)、電子回路Ⅱ(2)、
電気機器(2)、電気エネルギ

ー工学(2)、無線機器(2) 

電気電子英語ゼミ(2)、システム
工学(2)、光エレクトロニクス(2)
、気体エレクトロニクス(2)、電

波工学(2)、通信システム(2)､電
波法(2)､電気電子英語演習(2)、
数値計算法(2)、特別講義(1～2)､

理工学専攻他学科の専門科目及び
先端学術推進機構長が定めるプロ
グラム科目 

５４ 

通信
工学

科 

理工学 基礎電磁気学(2)、電磁
気学(2)、基礎電気回路

(2)、電気回路(2)、電
気通信数学(2)、電子回
路Ⅰ(2)、通信工学

Ⅰ(2)、電波工学Ⅰ(2)
、基礎電磁気学演習(1)
、基礎電気回路演習(1)

、電磁気学演習(1)、通
信工学実験Ⅰ(1)、通信
工学実験Ⅱ(1)、卒業研

究(6) 

コンピュータ工学(2)、通信
計測(2)、電波工学Ⅱ(2)、デ

ィジタル信号処理(2)、通信
材料Ⅰ(2)、光通信工学Ⅰ(2)
、光通信工学Ⅱ(2)、通信工

学Ⅱ(2)、電子理論(2)、基礎
プログラミング(2) 

応用通信工学(2)、電子回路Ⅱ(2)
、応用プログラミング(2)、電波

法(2)、通信材料Ⅱ(2)、光電波応
用計測(2)、通信工学基礎英語(2)
、通信工学英語講読(2)、通信工

学実験Ⅲ(1)、光応用工学(2)、通
信ネットワークⅠ(2)、通信ネッ
トワークⅡ(2)、レーダ工学(2)、

電波航法工学(2)、特別講義(1～
2)、理工学専攻他学科の専門科目
及び先端学術推進機構長が定める

プログラム科目 

５４ 

情報
工学

科 

理工学 情報数学(2)、プログラ
ミング言語(2)、オペレ

ーティングシステム(2)
、数値計算(2)、基礎ア
ルゴリズム論(2)、情報

工学基礎演習(1)、情報
工学演習Ⅰ(1)、情報工
学演習Ⅱ(1)、情報工学

演習Ⅲ(1)、情報工学実
験Ⅰ(1)、情報工学実験
Ⅱ(1)、卒業研究(6)、

電子回路(2)、コンピュ
ータアーキテクチャ(2)
、論理設計学(2)、情報

理論(2)、符号理論(2)
、情報セキュリティ概
論(2) 

生命と情報(2)、コンピュー
タネットワーク(2)、アルゴ

リズムとデータ構造(2)、コ
ンパイラ(2)、数学通論(2)、
解析学Ⅰ(2)、代数学Ⅰ(2)、

幾何学Ⅰ(2)、応用数学(2)、
解析学Ⅱ(2)、代数学Ⅱ(2)、
幾何学Ⅱ(2)、計画数理(2)、

人工知能Ⅰ(2)、オブジェク
ト指向プログラミング(2)、デ
ータベース論(2) 

情報工学英語(2)、英語論文講読
(2)、インターネットメディアコ

ミュニケーション(2)、ソフトウ
ェア工学(2)、メディア情報処理
(2)、代数入門(2)、数理統計入門

(2)、ロボティクス(2)、制御シス
テム論(2)、ネットワークセキュ
リティ(2)、オペレーションズ・

リサーチ(2)、人工知能Ⅱ(2)、計
算機言語設計論(2)、地理情報処
理(2)、特別講義(1～2)、理工学

専攻他学科の専門科目及び先端学
術推進機構長が定めるプログラム
科目 

５４ 

機能
材料

工学
科 

理工学 基礎電磁気学(2)、機能
材料工学概論(2)、材料

数学(2)、材料熱力学
Ⅰ(2)、基礎電磁気学演
習(1)、機能材料工学実

験Ⅰ(1)、機能材料工学
実験Ⅱ(1)、卒業研究
(6)、材料物理学Ⅰ(2)

、固体電子物性Ⅰ(2)、
材料化学Ⅰ(2)、材料評
価学(2)、材料英語講読

(4)、材料工学の最前線
(2) 

電気化学(2)、結晶工学(2)、
材料力学(2)、光物性(2)、固

体電子物性Ⅱ(2)、基礎電気
回路(2)、材料熱力学Ⅱ(2)、
材料物理学Ⅱ(2)、材料化学

Ⅱ(2)、機器分析(2)、表界面
科学(2) 

電子材料(2)、光機能材料(2)、材
料プロセス学(2)、安全と材料(2)

、材料科学英語(2)、エネルギー
変換材料(2)、エコマテリアル(2)
、特別講義(1～2)、理工学専攻他

学科の専門科目及び先端学術推進
機構長が定めるプログラム科目 

５４ 

機械

工学
科 

理工学 機械工学総論(2)、熱力

学(2)、流体力学Ⅰ(2)
、材料力学Ⅰ(2)、機械
材料(2)、機械力学Ⅰ

(2)、要素及び機構学
(2)、制御工学Ⅰ(2)、
計測工学(2)、加工学

(2)、コンピュータ演習
(1)、機械工学演習Ⅰ
(1)、機械工学演習Ⅱ

(1)、機械設計製図(1)
、機械工学創造実習(1)
、基礎機械実習(1)、機

械工学実験(1)、卒業研
究(6) 

伝熱工学(2)、流体力学Ⅱ(2)

、材料力学Ⅱ(2)、機械力学
Ⅱ(2)、材料強度(2)、自動車
工学(2)、精密加工(2)、制御

工学Ⅱ(2)、生体機械工学(2) 

コンピュータ応用解析(2)、熱機

関(2)、メカトロニクス(2)、熱・
流体計測(2)、ターボ機械(2)、強
度設計(2)、ビークルダイナミク

ス(2)、システム制御(2)、材料プ
ロセス(2)、専門英語Ⅰ(機械・機
械システム)(2)、専門英語Ⅱ(機

械・機械システム)(2)、特別講義
(1～2)、理工学専攻他学科の専門
科目及び先端学術推進機構長が定

めるプログラム科目 

５４ 



 

機械
シス
テム

工学
科 

理工学 流体力学Ⅰ(2)、材料力
学Ⅰ(2)、熱力学(2)、
ものづくりと機械要素

設計(2)、機械システム
演習Ⅰ(1)、機械システ
ム演習Ⅱ(1)、機械シス

テム実験・実習(1)、卒
業研究(6)、機械製図
(1)、工業力学(2)、機

械力学(2)、制御工学
(2) 

流体力学Ⅱ(2)、材料力学
Ⅱ(2)、内燃機関(2)、海上安
全運用学(2)、工業数学(2)、

船舶工学(2)、艦艇工学(2)、
工業材料(2)、コンピュータ応
用解析(2)、メカトロニクス

(2)、ロボット工学(2)、メカ
トロ設計学(2)、機械運動学
(2)、機械システム設計製図

(1)、機械工作(2) 

ガスタービン(2)、精密加工(2)、
艦艇工学特論(2)、専門英語Ⅰ(機
械・機械システム)(2)、専門英語

Ⅱ(機械・機械システム)(2)、特
別講義Ⅰ(工学と装備開発)(2)、
特別講義Ⅱ(1)、流体機械(2)、メ

カトロ設計学演習(1)、創成デザ
イン演習(1)、理工学専攻他学科
の専門科目及び先端学術推進機構

長が定めるプログラム科目 

５４ 

航空

宇宙
工学
科 

理工学 基礎空気力学(2)、航空

熱力学(2)、航空材料力
学(2)、航空宇宙工学通
論(2)、航空宇宙エンジ

ン序論(2)、航空機力学
(2)、宇宙航行理論(2)
、航空制御工学Ⅰ(2)、

ヘリコプタ工学Ⅰ(2)、
衛星利用概論(2)、航空
宇宙工学設計製図学(2)

、航空宇宙工学演習Ⅰ
(1)、航空宇宙工学演習
Ⅱ(1)、航空宇宙工学演

習Ⅲ(1)、航空宇宙工学
実験(1)、卒業研究(6) 

空気力学Ⅰ(2)、航空機構造

力学(2)、高速空気力学(2)、
航空宇宙基礎数学(2)、航空
機性能設計(2)、ロケット工

学(2)、超音速航空ジェット
エンジン(2)、コンピュータ
解析(2)、航空制御工学Ⅱ(2)

、宇宙環境利用(2)、ヘリコ
プタ工学Ⅱ(2)、航空システ
ム設計(2)、航空宇宙機器学

(2) 

航空ジェットエンジン(2)、空気

力学Ⅱ(2)、高速航空概論(2)、航
空宇宙構造設計(2)、ロケット工
学通論(2)、航空飛翔体振動学(2)

、飛行制御システム(2)、宇宙シ
ステム設計(2)、飛翔体誘導概論
(2)、衛星設計(2)、専門英語Ⅰ(

航空宇宙)(2)、専門英語Ⅱ(航空
宇宙)(2)、特別講義(1～2)、理工
学専攻他学科の専門科目及び先端

学術推進機構長が定めるプログラ
ム科目 

５４ 

建設
環境
工学

科 

理工学 材料力学(2)、流体力学
(2)、測量学(2)、構造
力学Ⅰ(2)、構造力学Ⅱ

(2)、水理学Ⅰ(2)、水
理学Ⅱ(2)、コンクリー
ト材料工学(2)、大規模

災害対処計画論(2)、土
質力学Ⅰ(2)、土質力学
Ⅱ(2)、鉄筋コンクリー

ト工学(2)、建設環境工
学総論(2)、構造設計学
・製図(2)、測量実習

(1)、構造・コンクリー
ト実験(1)、土質・水理
実験(1)、卒業研究(6) 

振動・耐震工学(2)、鋼構造
学(2)、海岸工学(2)、防災構
造学(2)、環境衛生工学(2)、

基礎工学(2)、建設施工学(2)
、震災工学(2)、河川工学(2)
、交通工学(2) 

大規模災害概論(2)、建築工学(2)
、環境地盤工学(2)、土木技術英
語Ⅰ(4)、土木技術英語Ⅱ(4)、数

値解析演習(1)、構造力学Ⅰ演習
(1)、構造力学Ⅱ演習(1)、水理学
Ⅰ演習(1)、水理学Ⅱ演習(1)、土

質力学Ⅰ演習(1)、土質力学Ⅱ演
習(1)、鉄筋コンクリート工学演
習(1)、特別講義(1～2)､理工学専

攻他学科の専門科目及び先端学術
推進機構長が定めるプログラム科
目 

５４ 

防衛学  陸上 防衛学基礎Ⅰ(2)、防衛
学基礎Ⅱ(2)、国防論
(2)、軍事史序論(2)、

戦略(2)、作戦(2)、軍
事と科学技術(2)、統率
(2)、国際情勢と安全保

障(2)、作戦基礎(2)、
統合作戦(2) 

統率に関する特論(1)、国防
に関する特論(1)、軍事技術
に関する特論(1)、戦略・作

戦に関する特論(1)、軍事史
に関する特論(1) 

国防政策(2)、科学技術と安全保
障(2)、戦略論Ⅰ(2)、戦略論Ⅱ
(2)、軍事史Ⅰ(2)、軍事史Ⅱ(2)

、防衛学専門書講読Ⅰ(2)、防衛
学専門書講読Ⅱ(2)、軍事史Ⅲ(2)
、防衛英語(2)、特別講義(1～2) 

２４ 

海上 防衛学基礎Ⅰ(2)、防衛
学基礎Ⅱ(2)、国防論
(2)、軍事史序論(2)、

戦略(2)、作戦(2)、軍
事と科学技術(2)、統率
(2)、国際情勢と安全保

障(2)、作戦基礎(2)、
統合作戦(2) 

統率に関する特論(1)、国防
に関する特論(1)、軍事技術
に関する特論(1)、戦略・作

戦に関する特論(1)、軍事史
に関する特論(1) 

国防政策(2)、科学技術と安全保
障(2)、戦略論Ⅰ(2)、戦略論Ⅱ
(2)、軍事史Ⅰ(2)、軍事史Ⅱ(2)

、防衛学専門書講読Ⅰ(2)、防衛
学専門書講読Ⅱ(2)、軍事史Ⅲ(2)
、防衛英語(2)、特別講義(1～2) 

航空 防衛学基礎Ⅰ(2)、防衛

学基礎Ⅱ(2)、国防論
(2)、軍事史序論(2)、
戦略(2)、作戦(2)、軍

事と科学技術(2)、統率
(2)、国際情勢と安全保
障(2)、作戦基礎(2)、

統合作戦(2) 

統率に関する特論(1)、国防

に関する特論(1)、軍事技術
に関する特論(1)、戦略・作
戦に関する特論(1)、軍事史

に関する特論(1) 

国防政策(2)、科学技術と安全保

障(2)、戦略論Ⅰ(2)、戦略論Ⅱ
(2)、軍事史Ⅰ(2)、軍事史Ⅱ(2)
、防衛学専門書講読Ⅰ(2)、防衛

学専門書講読Ⅱ(2)、軍事史Ⅲ(2)
、防衛英語(2)、特別講義(1～2) 

 

注意 

 １ 教育プログラム科目は、次に示す科目とする。 

 
プログラム名 専攻学科 コース名 授 業 科 目 修 



 

了 
単 
位 
数 

危機管理プロ
グラム 

公共政策学科・
国際関係学科 

 【必修】 
危機リスク管理原論(2)、危機管理政策Ⅰ(日本)(2) 
【選択】 
危機管理政策Ⅱ(中東)(2)、危機管理政策Ⅲ(欧州)(2
)、危機管理政策Ⅳ(米州)(2)、科学と倫理(2)、意思
決定論(2)、危機事案研究Ⅰ(2)、危機事案研究Ⅱ(2)
、災害組織論(2)、安全科学総論(安全科学とリスク
マネジメント)(2)、ストレス管理論(2)、情報と意思
決定(2)、安全と防災の化学(2)、火薬概論(2)、バイ
オセキュリティー概論(2)、震災工学(2)、大規模災
害概論(2)、土木地理学(2)、情報セキュリティ概論(
2)、海洋環境セキュリティ論(2)、航空宇宙セキュリ
ティ論(2)、放射線の科学(2) 

２０ 

安全科学プロ
グラム 

応用物理学科 共通 【選択】 
安全科学総論(安全科学とリスクマネジメント)(2)、
科学と倫理(2)、実験心理学(2)、航空宇宙セキュリ
ティ論(2) 

１２ 

原子力・放射
線 

【選択】 
原子核物理学(2)、放射線計測(2)、同位体と材料の
無機化学(2)、安全と防災の化学(2)、資源環境分析
(2)、放射線安全管理学(2)、放射線の科学(2) 

爆発・衝撃破
壊 

【選択】 
高速弾道学(2)、弾塑性力学(2)、火薬学Ⅰ(2)、火薬
概論(2)、燃料化学(2)、安全と防災の化学(2) 

生体機能 【選択】 
人間情報工学(2)、バイオメカニクス(2)、微生物学
(2)、バイオセキュリティー概論(2)、分子生物学と
バイオテクノロジー(2)、安全と防災の化学(2) 

境界科学 【選択】 
原子核物理学(2)、放射線計測(2)、高速弾道学(2)、
弾塑性力学(2)、人間情報工学(2)、バイオメカニク
ス(2)、放射線安全管理学(2)、放射線の科学(2) 

応用化学科 
 

環境科学 
 

【必修】 
燃料化学(2)、火薬学Ⅰ(2) 
【選択必修】 
安全科学総論(安全科学とリスクマネジメント)(2)、
科学と倫理(2)、航空宇宙セキュリティ論(2) 
【選択】 
触媒化学(2)、安全と防災の化学(2)、微生物学(2)、
資源環境分析(2)、同位体と材料の無機化学(2)、原
子核物理学(2)、放射線計測(2)、地球惑星科学概論
(2) 

地球海洋学科 共通 【選択】 
安全科学総論(安全科学とリスクマネジメント)(2)、
ストレス管理論(2)、実験心理学(2)、カウンセリン
グ(2)、地域環境論(2)、科学と倫理(2) 

地球環境 【選択】 
人間情報工学(2)、バイオメカニクス(2)、観測地球
物理学(2)、衛星画像処理概論(2)、気候学(2)、応用
気象学(2)、航空気象学(2)、地球環境解析学(2)、安
全と防災の化学(2)、資源環境分析(2) 

センシング環 
境 

【選択】 
リモートセンシング(2)、人間情報工学(2)、バイオ
メカニクス(2)、観測地球物理学(2)、航空宇宙構造
設計(2)、地球惑星科学概論(2)、地球環境解析学(2)
、安全と防災の化学(2)、宇宙環境利用(2)、放射線
計測(2) 

電気電子工学科 
 

電気・電子機 
能安全 

【選択必修】 
安全科学総論(安全科学とリスクマネジメント)(2)、
ストレス管理論(2)、実験心理学(2)、カウンセリン
グ(2)、科学と倫理(2) 
【選択】 
制御工学Ⅰ(2)、制御工学Ⅱ(2)、電気機器(2)、電気
エネルギー工学(2)、システム工学(2)、光エレクト
ロニクス(2)、気体エレクトロニクス(2)、電波工学(
2)、情報セキュリティ概論(2)、安全と材料(2) 



 

通信工学科 ネットワーク
セキュリティ 

【選択必修】 
コンピュータ工学(2)、ディジタル信号処理(2)、通
信ネットワークⅠ(2)、通信ネットワークⅡ(2)、情
報セキュリティ概論(2)、安全と材料(2) 
【選択】 
安全科学総論(安全科学とリスクマネジメント)(2)、
光・電波と人間(2)、航空宇宙セキュリティ論(2)、
科学と倫理(2)、情報と意思決定(2)、海洋環境セキ
ュリティ論(2) 

情報工学科 情報工学 【選択】 
安全科学総論(安全科学とリスクマネジメント)(2)、
オペレーションズ・リサーチ(2)、情報セキュリティ
概論(2)、コンピュータネットワーク(2)、ソフトウ
ェア工学(2)、メディア情報処理(2)、地理情報処理(
2)、その他の安全科学プログラム科目 

機能材料工学科 機能材料 【選択必修】 
安全科学総論(安全科学とリスクマネジメント)(2)、
実験心理学(2)、安全と材料(2) 
【選択】 
火薬概論(2)、資源環境分析(2)、放射線の科学(2)、
電気エネルギー工学(2)、材料力学(2)、エネルギー
変換材料(2)、エコマテリアル(2) 
、材料プロセス学(2) 

機械工学科 共通 【選択必修】 
安全科学総論(安全科学とリスクマネジメント)(2)、
特別講義Ⅰ(工学と装備開発)(2) 

ビークルデザ 
イン 

【必修】 
伝熱工学(2)、材料強度(2)、強度設計(2)、熱機関
(2)、ビークルダイナミクス(2) 

メカトロデザ 
イン 

【必修】 
伝熱工学(2)、材料強度(2)、強度設計(2)、システム
制御(2)、メカトロニクス(2) 

マシンデザイ 
ン 

【選択】 
伝熱工学(2)、材料強度(2)、強度設計(2)、熱機関
(2)、ビークルダイナミクス(2)、システム制御(2)、
メカトロニクス(2) 

機械システム工
学科 

共通 【選択】 
安全科学総論(安全科学とリスクマネジメント)(2)、
特別講義Ⅰ(工学と装備開発)(2)  

海上運用 【選択】 
船舶工学(2)、海上安全運用学(2)、艦艇工学(2)、ガ
スタービン(2)、艦艇工学概論(2)、海洋音響計測(2)
、海岸工学(2)、海洋環境セキュリティ論(2) 

ロボティクス 【選択】 
工業力学(2)、メカトロニクス(2)、ロボット工学(2)
、メカトロ設計学(2)、メカトロ設計学演習(1)、確
率・統計(2)、人工知能Ⅰ(2)、メディア情報処理(2) 

航空宇宙工学科 航空宇宙 【選択】 
安全科学総論(安全科学とリスクマネジメント)(2)、
高速航空概論(2)、航空ジェットエンジン(2)、航空
宇宙構造設計(2)、ロケット工学通論(2)、宇宙環境
利用(2)、宇宙システム設計(2)、飛行制御システム
(2)、飛翔体誘導概論(2)、航空宇宙セキュリティ論
(2) 

建設環境工学科 共通 【選択】 
安全科学総論(安全科学とリスクマネジメント)(2)、
大規模災害概論(2)、震災工学(2)、振動・耐震工学
(2) 

防災・建設 【選択】 
鋼構造学(2)、建設施工学(2)、防災構造学(2)、環境
衛生工学(2)、交通工学(2) 

災害・環境 【選択】 
大規模災害対処計画論(2)、海岸工学(2)、河川工学
(2)、基礎工学(2)、環境地盤工学(2)、交通工学(2) 

人間文化学科 安全社会 【選択】 
地域環境論(2)、ストレス管理論(2)、安全科学総論(
安全科学とリスクマネジメント)(2)、安全と防災の
化学(2)、火薬概論(2)、バイオセキュリティー概論
(2)、震災工学(2)、大規模災害概論(2)、情報セキュ
リティ概論(2)、海洋環境セキュリティ論(2)、航空
宇宙セキュリティ論(2)、放射線の科学(2) 

公共政策学科・ 安全社会 【選択】 



 

国際関係学科 安全と防災の化学(2)、火薬概論(2)、バイオセキュ
リティー概論(2)、震災工学(2)、大規模災害概論(2)
、情報セキュリティ概論(2)、海洋環境セキュリティ
論(2)、航空宇宙セキュリティ論(2)、放射線の科学
(2)、安全科学総論(安全科学とリスクマネジメント
)(2)、科学と倫理(2)、危機事案研究Ⅰ(2)、危機事
案研究Ⅱ(2)、災害組織論(2)、ストレス管理論(2)、
情報と意思決定(2)、地域情報学(2) 

生命科学プロ
グラム 

応用化学科  【選択】 
生命化学Ⅰ(2)、細胞生物学(2)、生命化学Ⅱ(2)、生
命システム解析学(2)、遺伝子工学(2)、微生物学(2) 
【選択】 
科学と倫理(2)、安全科学総論(安全科学とリスクマ
ネジメント)(2)、ストレス管理論(2) 
【選択】 
バイオセキュリティー概論(2)、同位体と材料の無機
化学(2)、資源環境分析(2)、安全と防災の化学(2)、
放射線計測(2)、人間情報工学(2)、エコマテリアル(
2) 、生命と情報(2) 

１８ 

領域横断（宇
宙・サイバー
・電磁波）プ
ログラム 

全学科 共通 【必修】 
作戦基礎(2)、軍事と科学技術(2) 

１６ 

宇宙 【選択必修】 
航空宇宙工学通論(2)、航空宇宙工学概論(2)、飛行
機とロケット(2)、航空宇宙セキュリティ―論(2)、
ロケット工学通論(2)、宇宙環境利用(2)、航空宇宙
機器学(2) 

サイバー 【選択必修】 
情報セキュリティ概論(2)、コンピュータネットワー
ク(2)、人工知能Ⅰ(2)、オペレーティングシステム(
2)、ネットワークセキュリティ(2)、領域国際法(2) 

電磁波 【選択必修】 
物理学Ⅳ(2)、先端エレクトロニクス入門(2)、無線
機器(2)、通信システム(2)、光・電波と人間(2)、電
波航法工学(2) 

国際教育プロ
グラム 

全学科  【選択】(文化・国際教養・情報系科目)  
欧米史研究(2)、日本・アジア史研究(2)、漢文学(2)
、地域研究(2)、領域国際法(2)、戦争と国際法(2)、
国際関係論概説(2)、多文化社会論(2)、異文化交流
論(2)、地域情報学(2)、科学と倫理(2)、海洋法概論
(2)、国際機構論(2)、インターネットメディアコミ
ュニケーション(2)、情報セキュリティ概論(2) 

１０ 

【選択】(語学系科目) 
ドイツ語中級Ⅰ(1)、ドイツ語中級Ⅱ(1)、ドイツ語
上級Ⅰ(1)、ドイツ語上級Ⅱ(1)、フランス語中級Ⅰ
(1)、フランス語中級Ⅱ(1)、フランス語上級Ⅰ(1)、
フランス語上級Ⅱ(1)、ロシア語中級Ⅰ(1)、ロシア
語中級Ⅱ(1)、ロシア語上級Ⅰ(1)、ロシア語上級Ⅱ
(1)、中国語中級Ⅰ(1)、中国語中級Ⅱ(1)、中国語上
級Ⅰ(1)、中国語上級Ⅱ(1)、朝鮮語中級Ⅰ(1)、朝鮮
語中級Ⅱ(1)、朝鮮語上級Ⅰ(1)、朝鮮語上級Ⅱ(1)、
アラビア語中級Ⅰ(1)、アラビア語中級Ⅱ(1)、アラ
ビア語上級Ⅰ(1)、アラビア語上級Ⅱ(1)、ポルトガ
ル語中級Ⅰ(1)、ポルトガル語中級Ⅱ(1)、ポルトガ
ル語上級Ⅰ(1)、ポルトガル語上級Ⅱ(1)、中級英語
(2)、アカデミック・ライティング(2)、
時事英語(2)、スピーチ＆ディベート(2) 

  



 

別表第２－２（第６条関係）                                                                                  

本科教育課程の科目及び単位 

部 門 区 分 

専 攻 

又 は 
要 員 

授   業   科   目 履修 

単位 
数 必   修 選択必修 選       択 

教養教
育 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

人文・  
社会科 

学 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

基礎ゼミナール(1)、戦
後史と防衛大学校(1)、

数学Ａ(2)、数学Ｂ(2)
、近現代史概説(2)、物
理学(概論)(2)、化学序

論(2)、自然科学実験
(2) 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

地球と海洋(2)、先端エレク
トロニクス入門(2)、コンピ

ュータリテラシー(2)、メカ
ライフ(機械と社会)(2)、飛
行機とロケット(2)、土木地

理学(2)、地域研究Ａ(2)、地
域研究Ｂ(2) 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

独語特講Ⅰ(2)、独語特講Ⅱ(2)、
仏語特講Ⅰ(2)、仏語特講Ⅱ(2)、

露語特講Ⅰ(2)、露語特講Ⅱ(2)、
中国語特講Ⅰ(2)、中国語特講Ⅱ(
2)、朝鮮語特講Ⅰ(2)、朝鮮語特

講Ⅱ(2)、アラビア語特講Ⅰ(2)、
アラビア語特講Ⅱ(2)、ポルトガ
ル語特講Ⅰ(2)、ポルトガル語特

講Ⅱ(2)、グローバルコミュニケ
ーションⅠ(1)、グローバルコミ
ュニケーションⅡ(1)、グローバ

ルコミュニケーションⅢ(1)、地
理学研究(2)、欧米史研究(2)、日
本・アジア史研究(2)、実験心理

学(2)、カウンセリング(2)、哲学
研究(2)、中国思想研究(2)、近代
文学史(2)、日本文学評論(2)、漢

文学(2)、組織経営とリーダーシ
ップ(2)、領域国際法(2)、現代社
会と法(2)、戦争と国際法(2)、安

全科学総論(安全科学とリスクマ
ネジメント)(2)、戦争論研究(2)
、太平洋戦争への道(2)、スポー

ツのコーチング(2)、身体と運動
の科学(2)、武道史と武道論考(2)
、スポーツ技術論(2)、図形科学(

2) 
、振動と震動の世界(2)、航空宇
宙セキュリティ論(2)、火薬概論(

2)、分子生物学とバイオテクノロ
ジー(2)、地球惑星科学概論(2)、
放射線の科学(2)、現代数学の思

想(2)、日本語研究Ⅰ(2)、日本語
研究Ⅱ(2)、特別講義(1～2)、及
び先端学術推進機構長が定めるプ

ログラム科目 

２４ 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

理工学 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

基礎ゼミナール(1)、戦
後史と防衛大学校(1)、

憲法(2)、国際法(2) 
、国際関係論基礎(2) 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

歴史概論Ⅰ(2)、歴史概論Ⅱ(
2)、心理学(2)、思想と文化(

2)、言語と文化(2)、近現代
史概説(2)、日本外交史(2)、
政治学(2)、経済学(2)、法学

(2)、地域研究Ａ(2)、地域研
究Ｂ(2)、 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

独語特講Ⅰ(2)、独語特講Ⅱ(2)、
仏語特講Ⅰ(2)、仏語特講Ⅱ(2)、

露語特講Ⅰ(2)、露語特講Ⅱ(2)、
中国語特講Ⅰ(2)、中国語特講Ⅱ(
2)、朝鮮語特講Ⅰ(2)、朝鮮語特

講Ⅱ(2)、アラビア語特講Ⅰ(2)、
アラビア語特講Ⅱ(2)、ポルトガ
ル語特講Ⅰ(2)、ポルトガル語特

講Ⅱ(2)、グローバルコミュニケ
ーションⅠ(1)、グローバルコミ
ュニケーションⅡ(1)、グローバ

ルコミュニケ―ションⅢ(1)、地
理学研究(2)、欧米史研究(2)、日
本・アジア史研究(2)、実験心理

学(2)、カウンセリング(2)、哲学
研究(2)、中国思想研究(2)、近代
文学史(2)、日本文学評論(2)、漢

文学(2)、組織経営とリーダーシ
ップ(2)、領域国際法(2)、現代社
会と法(2)、戦争と国際法(2)、安

全科学総論(安全科学とリスクマ
ネジメント)(2)、戦争論研究(2)
、太平洋戦争への道(2)、スポー

ツのコーチング(2)、身体と運動
の科学(2)、武道史と武道論考(2)
、スポーツ技術論(2)、図形科学(

2) 

２４ 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 



 

 
 
 

 
 
 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 
 

 
 
 

、振動と震動の世界(2)、航空宇
宙工学概論(2)、航空宇宙セキュ
リティ論(2)、火薬概論(2)、分子

生物学とバイオテクノロジー(2)
、光・電波と人間(2)、地球惑星
科学概論(2)、土木工学概論(2)、

放射線の科学(2)、現代数学の思
想(2)、日本語研究Ⅰ(2)、日本語
研究Ⅱ(2)、特別講義(1～2)及び

先端学術推進機構長が定めるプロ
グラム科目 

 
 
 

 
 
 

 
 

外国語 

 
 
 

 
 

 

 
 
 

 
 

共通 

 
 
 

 
 

大学英語基礎(2)、大学

英語読解(2)、英語表現
法Ⅰ(2)、英語表現法Ⅱ
(2)、英語特講Ⅰ(2)、

英語特講Ⅱ(2) 

独語 (2)、仏語 (2)、露語 

(2)、中国語 (2)、朝鮮語 
(2)、アラビア語 
(2)、ポルトガル語 

(2)、日本語(2) 

英語演習(2)、独語演習(2)、仏語

演習(2)、露語演習(2)、中国語演
習(2)、朝鮮語演習(2)、アラビア
語演習(2)、ポルトガル語演習(2)

、時事英語(2)、スピーチ＆ディ
ベート(2) 

１４ 

 
 
 

 
 

体育 
 
 

 

 
 
 

 

共通 
 
 

 

体育理論(2)、体育実技
Ⅰ(1)、体育実技Ⅱ(1)
、体育実技Ⅲ(1)、体育

実技Ⅳ(1) 

 
 
 

 
 
 

 

６ 
 
 

 

専門基
礎 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

人文・ 
社会科 

学専門 
 
 

人文・ 
社会科 

学 
 
 

歴史学(2)、人間学(2)
、政治学(2)、社会現象

と統計(2)、経済学(2)
、憲法(2)、国際法概論
(2)、法学基礎(2) 

 
 

 
 
 

言語文化論(2)、組織管理(2)、国
際関係概論(2) 

 
 
 

１８ 
 

 
 
 

理工学 
専門 

 
 
 

 
 
 

理工学 
 

 
 
 

 
 
 

数学Ⅰ(2)、数学Ⅱ(2)
、数学Ⅲ(2)、理工学入

門(2)、物理学Ⅰ(2)、
物理学Ⅱ(2)、物理学Ⅲ
(2)、化学Ⅰ(2)、化学

Ⅱ(2)、数学Ⅰ演習(1)
、数学Ⅱ演習(1)、数学
Ⅲ演習(1)、基礎科学実

験(1)、化学実験(1)、
物理学実験(1) 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

数学Ⅳ(2)、複素関数論(2)、確率
・統計(2)、物理学Ⅳ(2)、生物化

学(2)、エンジニアリング・メカ
ニクス(2) 

３０ 
 

 
 
 

 
 
 

人文・

社会科
学専 
門 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

人間文 

化学科 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

人文・ 

社会科 
学 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

欧米史概論(2)、アジア

史概論(2)、日本史概論
(2)、現代史概論(2)、
宗教文化論(2)、文化地

理学(2)、心理学概説 
(2)、地域思想論(2)、
文化人類学(2)、日本言

語文化論Ⅰ 
(2)、日本言語文化論Ⅱ 
(2)、日本言語文化論Ⅲ 

(2)、異文化コミュニケ
ーション論(2)、英語コ
ミュニケーション論(2)

、英語言語文化論(4)、
英米文化論(4)、卒業研
究(6 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

歴史学研究Ⅰ(2)、歴史学研

究Ⅱ(2)、歴史学研究Ⅲ(2)、
人間学研究Ⅰ(2)、人間学研
究Ⅱ(2)、人間学研究Ⅲ(2)、

言語文化研究Ⅰ(2)、言語文
化研究Ⅱ(2)、言語文化研究
Ⅲ(2)、言語文化研究Ⅳ(2)、

人間文化研究Ⅰ(2)、人間文
化研究Ⅱ(2)、人間文化研究
Ⅲ(2)、ドイツ語ゼミナール

Ⅰ(2)、ドイツ語ゼミナール
Ⅱ(2)、ドイツ語ゼミナール
Ⅲ(2)、ドイツ語ゼミナール

Ⅳ(2)、フランス語ゼミナー
ルⅠ(2)、フランス語ゼミナ
ールⅡ(2)、フランス語ゼミ

ナールⅢ(2)、フランス語ゼ
ミナールⅣ(2)、中国語ゼミ
ナールⅠ(2)、中国語ゼミナ

ールⅡ(2)、中国語ゼミナー
ルⅢ(2)、中国語ゼミナール
Ⅳ(2)、ロシア語ゼミナール

Ⅰ(2)、ロシア語ゼミナール
Ⅱ(2)、ロシア語ゼミナール
Ⅲ(2)、ロシア語ゼミナール

Ⅳ(2)、朝鮮語ゼミナールⅠ(
2)、朝鮮語ゼミナールⅡ(2)
、朝鮮語ゼミナールⅢ(2)、

朝鮮語ゼミナールⅣ(2)、ア
ラビア語ゼミナールⅠ(2)、
アラビア語ゼミナールⅡ(2)

、アラビア語ゼミナールⅢ(2
)、アラビア語ゼミナールⅣ(
2)、ポルトガル語ゼミナール

Ⅰ(2)、ポルトガル語ゼミナ
ールⅡ(2)、ポルトガル語ゼ

欧米史特論(2)、アジア史特論(2)

、日本史特論(2)、地域紛争と宗
教文化(2)、地域環境論(2)、スト
レス管理論(2)、人間関係論(2)、

心理学実験法(2)、現代思想(2)、
比較文化論(2)、メディア文化論(
2)、アジア社会論(2)、日本古典

学特論(2)、多文化社会論(2)、異
文化交流倫(2)、異文化コミュニ
ケーション概論(2)、英語コミュ

ニケーション概論(2)、地域情報
学(2)、英語文献講読(2)、政治外
交史(4)、特別講義(1～2)、人文

・社会科学専攻他学科の専門科目
及び先端学術推進機構長が定める
プログラム科目 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

６６ 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 



 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

  ミナールⅢ(2)、ポルトガル
語ゼミナールⅣ(2)、文献講
読Ⅰ(2)、文献講読Ⅱ(2)  

 

公共政 
策学科 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

人文・ 
社会科 
学 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

公共政策総論(2)､政策
過程(2)､組織と戦略 
(2)､日本経済(2)、危機

管理政策Ⅰ(日本) 
(2)、危機リスク管理原
論(2)、国際経済学(2)

、経済統計 
(2)、社会調査法(2)、
経済政策(2)、安全保障

法制(2)、行政法(2)、
公共政策研究Ⅰ(4)、公
共政策研究Ⅱ(4)、公共

政策研究Ⅲ(2)、卒業研
究(6) 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

法学(2)、社会学(2)、組織比
較 
(2)、司法制度(2)、政治外交

史(4)、科学と倫理(2)、公共
マーケティング(2)、意思決
定論(2)、厚生経済学(2)、国

際公共政策(2)、政治思想 
(2)、危機事案研究Ⅰ(2)、危
機事案研究Ⅱ(2)、危機管理

政策Ⅱ(中東)(2)、危機管理
政策Ⅲ(欧州)(2)、危機管理
政策Ⅳ(米州)(2)、災害組織

論(2)、公共選択(2)、情報と
意思決定(2)、刑事法(2)、軍
隊と社会(2)、危機管理特論(

2)、安全科学総論(安全科学
とリスクマネジメント)(2)、
海洋環境セキュリティ論(2)

、航空宇宙セキュリティ論(2
)、ストレス管理論(2)、安全
と防災の化学(2)、火薬概論(

2)、バイオセキュリティー概
論(2)、震災工学(2)、大規模
災害概論(2)、土木地理学(2)

、情報セキュリティ概論(2)
、放射線の科学(2)、地域情
報学(2) 

特別講義(1～2)､人文・社会科学
専攻他学科の専門科目及び先端学
術推進機構長が定めるプログラム

科目 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

６６ 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

国際関 
係学科 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

人文・ 
社会科 

学 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

国際政治学(4)､国際政
治史(4)､国際法(4)､政

治外交史(4)､軍備管理
論(2)､危機リスク管理
原論(2)、危機管理政策

Ⅰ(日本)(2)、国際関係
研究Ⅰ(4)、国際関係研
究Ⅱ(4)、現代地域研究

Ⅰ(2)、現代地域研究Ⅱ
(2)、卒業研究(6) 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

安全保障政策論(2)、海洋法
概論(2)、国際機構論(2)、地

域研究特論 
(2)、危機事案研究Ⅰ(2)、危
機事案研究Ⅱ(2)、比較政治(

2)、危機管理政策Ⅱ(中東)(2
)、危機管理政策Ⅲ(欧州)(2)
、危機管理政策Ⅳ(米州)(2)

、国際関係特論(2)、現代地
域研究Ⅲ(2)､現代地域研究Ⅳ
(2)、現代地域研究Ⅴ(2)､現

代地域研究Ⅵ(2)、現代地域
研究Ⅶ(2)､現代地域研究Ⅷ(2
)、国際システム論(2)、科学

と倫理(2)、意思決定論(2)、
災害組織論(2)、情報と意思
決定(2)、危機管理特論(2)、

安全科学総論(安全科学とリ
スクマネジメント)(2)、海洋
環境セキュリティ論(2)、航

空宇宙セキュリティ論(2)、
社会調査法(2)、ストレス管
理論(2)、安全と防災の化学(

2)、火薬概論(2)、バイオセ
キュリティー概論(2)、震災
工学(2)、大規模災害概論(2)

、土木地理学(2)、情報セキ
ュリティ概論(2)、放射線の
科学(2)、地域情報学(2) 

特別講義(1～2)､人文・社会科学
専攻他学科の専門科目及び先端学

術推進機構長が定めるプログラム
科目 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

６６ 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

理工学
専門 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

応用物 
理学科 
 

 
 
 

 
 
 

 

理工学 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

応用数学(2)、力学(2)
、熱力学(2)、電磁気学
(2)、量子力学(2)、統

計力学(2)、連続体力学
(2)、応用物理学ゼミ(4
)、応用物理学演習Ⅰ(1

)、応用物理学演習Ⅱ(1
)、応用物理学実験Ⅰ(1
)、応用物理学実験Ⅱ(1

)、卒業研究(6) 

応用情報処理(2)、回路論(2)
、弾塑性力学(2)、量子物理
学(2)、物質科学Ⅰ(2)、物質

科学Ⅱ(2)、原子核物理学(2)
、先端科学技術概論(2)、プ
ラズマ工学(2)、光科学(2)、

応用物理学演習Ⅲ(1)、応用
物理学演習Ⅳ(1) 

人間情報工学(2)、電子情報工学(
2)、相対性理論と宇宙(2)、バイ
オメカニクス(2)、計算機シミュ

レーション科学(2)、高速弾道学(
2)、放射線計測(2)、超伝導(2)、
応用数理科学(2)、放射線安全管

理学(2)、特別講義(1～2)、理工
学専攻他学科の専門科目及び先端
学術推進機構長が定めるプログラ

ム科目 

 
５４ 
 

 
 
 

 
 
 

 

応用化 

学科 

理工学 無機化学(2)､有機化学(

2)､物理化学(2)､分析化
学(2)､応用無機化学(2)

機器分析化学(2)、高分子化

学Ⅱ(2)、プロセス化学(2)、
触媒化学(2)、火薬学Ⅱ(2)、

応用電気化学(2)、遺伝子工学(2)

、微生物学(2)、バイオセキュリ
ティー概論(2)、高性能高分子の

５４ 

 



 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

、応用有機化学(2)、応
用物理化学(2)、高分子
化学Ⅰ(2)、反応化学(2

)、燃料化学(2)､火薬学
Ⅰ(2)、生命化学Ⅰ(2)
、細胞生物学(2)、化学

演習(1)、応用化学ゼミ
(2)、応用化学実験Ⅰ(1
)、応用化学実験Ⅱ(1)

、応用化学実験Ⅲ(1)、
卒業研究(6) 

生命化学Ⅱ(2)、コンピュー
タ化学(2)、分子生物学(2)、
同位体と材料の無機化学(2)

、有機合成化学(2)、分子統
計熱力学(2)、生命システム
解析学(2) 

耐久性の化学(2)、安全と防災の
化学(2)、資源環境分析(2)、特別
講義(1～2)、理工学専攻他学科の

専門科目及び先端学術推進機構長
が定めるプログラム科目 

地球海 

洋学科 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

理工学 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

熱力学(2)、流体力学(2

)、応用電磁気学(2)、
応用数学(2)、海洋学(2
)、天文学(2)、固体力

学(2)、気象学概論(2)
、地圏科学(2)、振動波
動学(2)、情報処理(2)

、地球海洋学演習Ⅰ(1)
、地球海洋学演習Ⅱ(1)
、地球海洋学演習Ⅲ(1)

、計算地球科学演習(1)
、論文講読演習(1)、地
球海洋学実験Ⅰ(1)、地

球海洋学実験Ⅱ(1)、卒
業研究(6) 

リモートセンシングⅠ(2)、

信号解析(2)、海洋計測工学(
2)、地球惑星科学(2)、地球
科学(2)、海洋音響工学(2)、

環境地球科学(2)、応用気象
学(2)、宇宙物理学(2)、リモ
ートセンシングⅡ(2)、航空

気象学(2) 
、天気予報論(2)、地球海洋
学基礎英語(2)、地球海洋学

英語(2)、海洋大気物理学(2)
、海洋探知工学(2)、大気科
学(2)、応用地球物理学(2) 

センシング工学(2)､気候学(2)､衛

星画像処理概論(2)、特別講義(1
～2)､理工学専攻他学科の専門科
目及び先端学術推進機構長が定め

るプログラム科目 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

５４ 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

電気電 
子工学 
科 

 
 
 

 
 
 

 
 

理工学 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

基礎電磁気学 
(2)、電気磁気学 
(2)、基礎電気回路 

(2)、電気回路 
(2)、電気数学(2)、電
子理論(2)、電気計測(2

)、基礎電磁気学演習 
(1)、電気磁気学演習 
(1)、基礎電気回路演習 

(1)、電気回路演習 
(1)、電気電子実験Ⅰ(1
)、電気電子実験Ⅱ(1)

、卒業研究(6) 

コンピュータ基礎(2)、電子
物性(2)、固体電子工学(2)、
電子デバイス(2)、制御工学

Ⅰ(2)､制御工学Ⅱ(2)、電子
回路Ⅰ(2)、電子回路Ⅱ(2)、
電気機器(2)、電気エネルギ

ー工学(2)、無線機器(2) 
 
 

電気電子英語ゼミ(2)、コンピュ
ータ応用 
(2)、システム工学(2)、光エレク

トロニクス(2)、気体エレクトロ
ニクス(2)、電波工学(2)、通信シ
ステム(2)､電波法(2)､電気電子英

語演習(2)、特別講義(1～2)､理工
学専攻他学科の専門科目及び先端
学術推進機構長が定めるプログラ

ム科目 

５４ 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

通信工 
学科 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

理工学 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

基礎電磁気学(2)、電磁
気学(2)、基礎電気回路

(2)、電気回路(2)、電
気通信数学(2)、電子理
論(2)、電子回路Ⅰ(2)

、通信工学Ⅰ(2)、通信
工学Ⅱ(2)、光波工学Ⅰ
(2)、電波工学Ⅰ(2)、

通信材料Ⅰ(2)､光通信
工学(2)、基礎電磁気学
演習(1)、基礎電気回路

演習(1)、電磁気学演習
(1)、通信工学実験Ⅰ(1
)、通信工学実験Ⅱ(1)

、通信工学実験Ⅲ(1)、
卒業研究(6) 

コンピュータ工学(2)、通信
計測(2)、通信方式学(2)、情

報理論(2)、光波工学Ⅱ(2)、
電波工学Ⅱ(2)、光情報通信
ネットワーク(2)、通信伝送

工学(2)、レーダ工学(2)、波
動工学(2)、電波航法工学(2)
、ディジタル信号処理(2)、 

応用通信工学(2)、電子回路Ⅱ(2)
、応用プログラミング(2)、電波

法(2)、通信材料Ⅱ(2)、光電波応
用計測(2)、通信工学基礎英語(2)
、通信工学英語講読(2)、特別講

義(1～2)、理工学専攻他学科の専
門科目及び先端学術推進機構長が
定めるプログラム科目 

５４ 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

情報工 
学科 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

理工学 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

電気回路 
(2)、計算機システム概
論 

(2)、情報と符号化(2)
、情報数学(2)、論理回
路 

(2)、プログラミング言
語(2)、オペレーティン
グシステム(2)、数値計

算(2)、制御システム論
Ⅰ(2)、基礎アルゴリズ
ム論(2)、基礎インター

ネットプログラミング(
2)、情報工学基礎演習(
1)、情報工学演習Ⅰ(1)

、情報工学演習Ⅱ(1)、
情報工学演習Ⅲ(1)、情

生命と情報(2)、オペレーシ
ョンズ・リサーチ概論 
(2)、人工知能 

(2)、コンピュータネットワ
ーク(2)、アルゴリズムとデ
ータ構造(2)、コンパイラ(2)

、情報認識論(2)、オペレー
ションズ・リサーチ応用(2)
、情報セキュリティ概論(2)

、数学通論(2)、解析学Ⅰ(2)
、代数学Ⅰ(2)、幾何学Ⅰ(2)
、応用数学(2)、解析学Ⅱ(2)

、代数学Ⅱ(2)、幾何学Ⅱ(2) 

情報工学英語(2)、英語論文講読(
2)、インターネットメディアコミ
ュニケーション(2)、制御システ

ム論Ⅱ(2)、ソフトウェア工学(2)
、データベース論(2)、生物計算(
2)、メディア情報処理(2)、コン

ピュータ・シミュレーション(2)
、代数入門(2)、数理統計入門(2)
、ロボティクス(2)、特別講義(1

～2)、理工学専攻他学科の専門科
目及び先端学術推進機構長が定め
るプログラム科目 

 
５４ 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 



 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

  報工学実験Ⅰ(1)、情報
工学実験Ⅱ(1)、卒業研
究(6) 

 

機能材 
料工学 
科 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

理工学 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

基礎電磁気学(2)、基礎
電気回路(2)、機能材料
工学概論(2)、材料数学

(2)、電磁理論(2)、コ
ンピュータ概論(2)、材
料熱力学Ⅰ(2)、材料熱

力学Ⅱ(2)、固体物性Ⅰ
(2)、固体物性Ⅱ(2)、
電子物性 

(2)、基礎電磁気学演習
(1)、基礎電気回路演習
(1)、機能材料工学実験

Ⅰ(1)、機能材料工学実
験Ⅱ(1)、卒業研究(6) 

電気化学(2)、結晶工学(2)、
半導体工学 
(2)、材料評価学(2)、材料力

学(2)、エネルギー材料(2)、
環境対応材料(2)、光物性(2) 

電子材料(2)、複合材料(2)、光機
能材料(2)、材料プロセス学(2)、
安全と材料(2)、材料科学英語(2)

、材料英語講読(2)、特別講義(1
～2)、理工学専攻他学科の専門科
目及び先端学術推進機構長が定め

るプログラム科目 

５４ 
 

機械工 
学科 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

理工学 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

機械工学総論(2)、熱力
学(2)、流体力学Ⅰ(2)
、材料力学Ⅰ(2)、機械

材料(2)、機械力学Ⅰ(2
)、要素及び機構学(2)
、制御工学Ⅰ(2)、計測

工学(2)、加工学(2)、
コンピュータ演習(1)、
機械工学演習Ⅰ(1)、機

械工学演習Ⅱ(1)、機械
設計製図(1)、機械工学
創造実習(1)、基礎機械

実習(1)、機械工学実験
(1)、卒業研究(6) 

伝熱工学(2)、流体力学Ⅱ(2)
、材料力学Ⅱ(2)、機械力学
Ⅱ(2)、材料強度(2)、自動車

工学(2)、精密加工(2)、制御
工学Ⅱ(2)、生体機械工学(2) 

コンピュータ応用解析(2)、熱機
関(2)、メカトロニクス(2)、熱・
流体計測(2)、ターボ機械(2)、強

度設計(2)、ビークルダイナミク
ス(2)、システム制御(2)、材料プ
ロセス(2)、専門英語Ⅰ(機械・機

械システム)(2)、専門英語Ⅱ(機
械・機械システム)(2)、特別講義
(1～2)、理工学専攻他学科の専門

科目及び先端学術推進機構長が定
めるプログラム科目 

５４ 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

機械シ 

ステム 
工学科 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

理工学 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

流体力学Ⅰ(2)、機械シ

ステム運動学(2)、材料
力学Ⅰ(2)、熱力学(2)
、機械システム材料Ⅰ(

2)、機械力学Ⅰ(2)、制
御工学Ⅰ(2)、計測工学
(2)、コンピュータ応用

解析Ⅰ(2)、機械工作(2
)、ものづくりと機械要
素設計(2)、機械システ

ム演習Ⅰ(1)、機械シス
テム演習Ⅱ(1)、機械シ
ステム設計製図Ⅰ 

(1)、機械システム設計
製図Ⅱ(1)、機械システ
ム実験・実習(1)、卒業

研究(6) 

電気電子工学(2)、機械シス

テム数学 
(2)、流体力学Ⅱ(2)、材料力
学Ⅱ(2)、内燃機関(2)、船舶

工学Ａ 
(2)、流体機械(2)、機械力学
Ⅱ(2)、機械システム材料Ⅱ(

2)、船舶工学Ｂ 
(2)、海上安全運用学(2)、コ
ンピュータ応用解析Ⅱ(2)、

制御工学Ⅱ(2) 

ガスタービン(2)、精密加工(2)、

艦艇工学特論(2)、艦艇工学概論(
2)、高温強度(2)、ロボット・メ
カトロニクス(2)、専門英語Ⅰ(機

械・機械システム)(2)、専門英語
Ⅱ(機械・機械システム)(2)、特
別講義Ⅰ(工学と装備開発)(2)、

特別講義Ⅱ(1)、理工学専攻他学
科の専門科目及び先端学術推進機
構長が定めるプログラム科目 

５４ 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

航空宇 

宙工学 
科 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

理工学 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

基礎空気力学(2)、航空

熱力学(2)、航空材料力
学(2)、航空宇宙工学通
論(2)、航空宇宙エンジ

ン序論(2)、航空機力学
(2)、宇宙航行理論(2)
、航空制御工学Ⅰ(2)、

ヘリコプタ工学Ⅰ(2)、
衛星利用概論(2)、航空
宇宙工学設計製図学(2)

、航空宇宙工学演習Ⅰ(
1)、航空宇宙工学演習
Ⅱ(1)、航空宇宙工学演

習Ⅲ(1)、航空宇宙工学
実験(1)、卒業研究(6) 

空気力学Ⅰ(2)、航空機構造

力学(2)、高速空気力学(2)、
航空宇宙基礎数学(2)、航空
機性能設計(2)、ロケット工

学(2)、超音速航空ジェット
エンジン(2)、コンピュータ
解析(2)、航空制御工学Ⅱ(2)

、宇宙環境利用(2)、ヘリコ
プタ工学Ⅱ(2)、航空システ
ム設計(2)、航空宇宙機器学(

2) 
 

航空ジェットエンジン(2)、空気

力学Ⅱ(2)、高速航空概論(2)、航
空宇宙構造設計(2)、ロケット工
学通論(2)、航空飛翔体振動学(2)

、飛行制御システム(2)、宇宙シ
ステム設計(2)、飛翔体誘導概論(
2)、衛星設計(2)、専門英語Ⅰ(航

空宇宙)(2)、専門英語Ⅱ(航空宇
宙)(2)、特別講義(1～2)、理工学
専攻他学科の専門科目及び先端学

術推進機構長が定めるプログラム
科目 

５４ 

 

建設環 

境工学 
科 
 

 
 
 

 
 

理工学 

 
 
 

 
 
 

 
 

材料力学(2)、流体力学

(2)、測量学(2)、構造
力学Ⅰ(2)、構造力学Ⅱ
(2)、水理学Ⅰ(2)、水

理学Ⅱ(2)、コンクリー
ト材料工学(2)、大規模
災害対処計画論(2)、土

質力学Ⅰ(2)、土質力学
Ⅱ(2)、鉄筋コンクリー

振動・耐震工学(2)、鋼構造

学(2)、海岸工学(2)、防災構
造学(2)、環境衛生工学(2)、
基礎工学(2)、建設施工学(2)

、震災工学(2)、河川工学(2)
、交通工学(2) 
 

大規模災害概論(2)、建築工学(2)

、環境地盤工学(2)、土木技術英
語Ⅰ(4)、土木技術英語Ⅱ(4)、数
値解析演習(1)、構造力学Ⅰ演習(

1)、構造力学Ⅱ演習(1)、水理学
Ⅰ演習(1)、水理学Ⅱ演習(1)、土
質力学Ⅰ演習(1)、土質力学Ⅱ演

習(1)、鉄筋コンクリート工学演
習(1)、特別講義(1～2)､理工学専

５４ 

 
 
 

 
 
 

 
 



 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

ト工学(2)、建設環境工
学総論(2)、構造設計学
・製図(2)、測量実習(1

)、構造・コンクリート
実験(1)、土質・水理実
験(1)、卒業研究(6) 

攻他学科の専門科目及び先端学術
推進機構長が定めるプログラム科
目 

 
 
 

 
 

防衛学 
 
 

 陸上 防衛学基礎Ⅰ(2)、防衛
学基礎Ⅱ(2)、国防論(2
)、軍事史序論(2)、戦

略(2)、作戦(2)、軍事
と科学技術(2)、統率(2
)、国際情勢と安全保障

(2)、サイバー戦概論(2
)、陸上作戦(2) 

統率に関する特論(1)、国防
に関する特論(1)、軍事技術
に関する特論(1)、戦略・作

戦に関する特論(1)、軍事史
に関する特論(1) 

国防政策(2)、科学技術と安全保
障(2)、戦略論Ⅰ(2)、戦略論Ⅱ(2
)、軍事史Ⅰ(2)、軍事史Ⅱ(2)、

防衛学専門書講読Ⅰ(2)、防衛学
専門書講読Ⅱ(2)、実用軍事英語 
(2)、特別講義(1～2) 

２４ 
 

海上 防衛学基礎Ⅰ(2)、防衛
学基礎Ⅱ(2)、国防論(2
)、軍事史序論(2)、戦

略(2)、作戦(2)、軍事
と科学技術(2)、統率(2
)、国際情勢と安全保障

(2)、サイバー戦概論(2
)、海上作戦(2) 

統率に関する特論(1)、国防
に関する特論(1)、軍事技術
に関する特論(1)、戦略・作

戦に関する特論(1)、軍事史
に関する特論(1) 

国防政策(2)、科学技術と安全保
障(2)、戦略論Ⅰ(2)、戦略論Ⅱ(2
)、軍事史Ⅰ(2)、軍事史Ⅱ(2)、

防衛学専門書講読Ⅰ(2)、防衛学
専門書講読Ⅱ(2)、実用軍事英語 
(2)、特別講義(1～2) 

航空 防衛学基礎Ⅰ(2)、防衛

学基礎Ⅱ(2)、国防論(2
)、軍事史序論(2)、戦
略(2)、作戦(2)、軍事

と科学技術(2)、統率(2
)、国際情勢と安全保障
(2)、サイバー戦概論(2

)、航空作戦(2) 

統率に関する特論(1)、国防

に関する特論(1)、軍事技術
に関する特論(1)、戦略・作
戦に関する特論(1)、軍事史

に関する特論(1) 

国防政策(2)、科学技術と安全保

障(2)、戦略論Ⅰ(2)、戦略論Ⅱ(2
)、軍事史Ⅰ(2)、軍事史Ⅱ(2)、
防衛学専門書講読Ⅰ(2)、防衛学

専門書講読Ⅱ(2)、実用軍事英語(
2)、特別講義(1～2) 

 

注意 

 １ 教育プログラム科目は、次に示す科目とする。 

 

プログラム名 専攻学科 コース名 授 業 科 目 

修 
了 
単 
位 
数 

危機管理プロ
グラム 
 

公共政策学科・ 
国際関係学科 
 

 
 

 

【必修】 
危機リスク管理原論(2)、危機管理政策Ⅰ(日本)(2) 
【選択】 
危機管理政策Ⅱ(中東)(2)、危機管理政策Ⅲ(欧州)(2)、
危機管理政策Ⅳ(米州)(2)、科学と倫理(2)、意思決定論
(2)、危機事案研究Ⅰ(2)、危機事案研究Ⅱ(2)、災害組
織論(2)、安全科学総論(安全科学とリスクマネジメント
)(2)、ストレス管理論(2)、情報と意思決定(2)、安全と
防災の化学(2)、火薬概論(2)、バイオセキュリティー概
論(2)、震災工学(2)、大規模災害概論(2)、土木地理学(
2)、情報セキュリティ概論(2)、海洋環境セキュリティ
論(2)、航空宇宙セキュリティ論(2)、放射線の科学(2) 

２０ 
 

 

安全科学プロ
グラム 
 

応用物理学科 
 

共通 
 

【選択】 
安全科学総論(安全科学とリスクマネジメント)(2)、科
学と倫理(2)、実験心理学(2)、航空宇宙セキュリティ論
(2) 

１２ 
 

原子力・放射
線 
 

【選択】 
原子核物理学(2)、放射線計測(2)、同位体と材料の無機
化学(2)、安全と防災の化学(2)、資源環境分析(2)、放
射線安全管理学(2)、放射線の科学(2) 

爆発・衝撃破
壊 

【選択】 
高速弾道学(2)、弾塑性力学(2)、火薬学Ⅰ(2)、火薬概
論(2)、燃料化学(2)、安全と防災の化学(2) 

生体機能 
 

【選択】 
人間情報工学(2)、バイオメカニクス(2)、微生物学(2)
、分子生物学とバイオテクノロジー(2)、身体と運動の
科学(2)、安全と防災の化学(2) 

境界科学 
 

【選択】 
原子核物理学(2)、放射線計測(2)、高速弾道学(2)、弾
塑性力学(2)、人間情報工学(2)、バイオメカニクス(2)
、放射線安全管理学(2)、放射線の科学(2) 



 

応用化学科 
 

環境科学 
 

【必修】 
燃料化学(2)、火薬学Ⅰ(2) 
【選択必修】 
安全科学総論(安全科学とリスクマネジメント)(2)、科
学と倫理(2)、航空宇宙セキュリティ論(2) 
【選択】 
触媒化学(2)、安全と防災の化学(2)、微生物学(2)、資
源環境分析(2)、同位体と材料の無機化学(2)、原子核物
理学(2)、放射線計測(2)、地球惑星科学概論(2) 

地球海洋学科 
 

共通 
 
 

【選択】 
安全科学総論(安全科学とリスクマネジメント)(2)、ス
トレス管理論(2)、実験心理学(2)、カウンセリング(2)
、地域環境論(2)、科学と倫理(2) 

地球環境 【選択】 
人間情報工学(2)、バイオメカニクス(2)、応用地球物理
学(2)、衛星画像処理概論(2)、気候学(2)、応用気象学(
2)、航空気象学(2)、天気予報論(2)、安全と防災の化学
(2)、資源環境分析(2) 

センシング環 
境 

【選択】 
リモートセンシングⅠ(2)、人間情報工学(2)、バイオメ
カニクス(2)、センシング工学(2)、航空宇宙構造設計(2
)、地球惑星科学概論(2)、天気予報論(2)、安全と防災
の化学(2)、宇宙環境利用(2)、放射線計測(2) 

電気電子工学科 
 

共通 【選択】 
安全科学総論(安全科学とリスクマネジメント)(2)、ス
トレス管理論(2)、実験心理学(2)、カウンセリング(2)
、科学と倫理(2) 

電気・電子機 
能安全 

【選択】 
制御工学Ⅱ(2)、電気機器(2)、電気エネルギー工学(2)
、システム工学(2) 

通信工学科 
 

共通 
 

【選択】 
通信工学Ⅰ(2)、通信工学Ⅱ(2)、安全科学総論(安全科
学とリスクマネジメント)(2) 

情報通信ネッ 
トワーク 

 

【選択】 
コンピュータ工学(2)、情報理論(2)、光情報通信ネット
ワーク(2)、通信伝送工学(2) 

伝送計測 
 
 

【選択】 
レーダ工学(2)、電波航法工学(2)、光電波応用計測(2)
、通信伝送工学(2) 

情報伝送工学 
 

【選択】 
コンピュータ工学(2)、情報理論(2)、光情報通信ネット
ワーク(2)、通信伝送工学(2)、レーダ工学(2)、電波航
法工学(2)、光電波応用計測(2) 
 

情報工学科 
 

情報工学 
 

【選択】 
安全科学総論(安全科学とリスクマネジメント)(2)、オ
ペレーションズ・リサーチ概論(2)、情報セキュリティ
概論(2)、データベース論(2)、メディア情報処理(2)、
コンピュータ・シミュレーション(2)、その他の安全科
学プログラム科目 

機能材料工学科 
 

機能材料 
 

【選択必修】 
安全科学総論(安全科学とリスクマネジメント)(2)、実
験心理学(2)、安全と材料(2) 
【選択】 
火薬概論(2)、資源環境分析(2)、放射線の科学(2)、電
気エネルギー工学(2)、材料力学(2)、エネルギー材料(2
)、環境対応材料(2)、材料プロセス学(2) 

機械工学科 
 

共通 
 

【選択必修】 
安全科学総論(安全科学とリスクマネジメント)(2)、特
別講義Ⅰ(工学と装備開発)(2) 

ビークルデザ 
イン 

【必修】 
伝熱工学(2)、材料強度(2)、強度設計(2)、熱機関(2)、
ビークルダイナミクス(2) 

メカトロデザ 
イン 

【必修】 
伝熱工学(2)、材料強度(2)、強度設計(2)、システム制
御(2)、メカトロニクス(2) 

マシンデザイ 
ン 

【選択】 
伝熱工学(2)、材料強度(2)、強度設計(2)、熱機関(2)、
ビークルダイナミクス(2)、システム制御(2)、メカトロ
ニクス(2) 

機械システム工
学科 

機械システム 
工学 

【選択】 
安全科学総論(安全科学とリスクマネジメント)(2)、機



 

  械力学Ⅰ(2)、内燃機関(2)、船舶工学Ａ(2)、流体機械(
2)、船舶工学Ｂ(2)、ガスタービン(2)、艦艇工学特論(2
)、艦艇工学概論(2)、特別講義Ⅰ(工学と装備開発)(2)
、その他の安全科学プログラム科目 

航空宇宙工学科 
 

航空宇宙 
 

【選択】 
安全科学総論(安全科学とリスクマネジメント)(2)、高
速航空概論(2)、航空ジェットエンジン(2)、航空宇宙構
造設計(2)、ロケット工学通論(2)、宇宙環境利用(2)、
宇宙システム設計(2)、飛行制御システム(2)、飛翔体誘
導概論(2)、航空宇宙セキュリティ論(2) 

建設環境工学科 
 

共通 
 

【選択】 
安全科学総論(安全科学とリスクマネジメント)(2)、大
規模災害概論(2)、震災工学(2)、振動・耐震工学(2) 

防災・建設  
 

【選択】 
鋼構造学(2)、建設施工学(2)、防災構造学(2)、環境衛
生工学(2)、交通工学(2) 

災害・環境  
 

【選択】 
大規模災害対処計画論(2)、海岸工学(2)、河川工学(2)
、基礎工学(2)、環境地盤工学(2)、交通工学(2) 

人間文化学科 
 

安全社会 
 

【選択必修】地域環境論(2)、ストレス管理論(2)、安全
科学総論(安全科学とリスクマネジメント)(2)、安全と
防災の化学(2)、火薬概論(2)、バイオセキュリティー概
論(2)、震災工学(2)、大規模災害概論(2)、情報セキュ
リティ概論(2)、海洋環境セキュリティ論(2)、航空宇宙
セキュリティ論(2)、放射線の科学(2) 

１６ 

公共 
政策学科・ 
国際関係学科 
 

安全社会 
 

【選択必修】 
安全と防災の化学(2)、火薬概論(2)、バイオセキュリテ
ィー概論(2)、震災工学(2)、大規模災害概論(2)、情報
セキュリティ概論(2)、海洋環境セキュリティ論(2)、航
空宇宙セキュリティ論(2)、放射線の科学(2)、安全科学
総論(安全科学とリスクマネジメント)(2)、科学と倫理(
2)、危機事案研究Ⅰ(2)、危機事案研究Ⅱ(2)、災害組織
論(2)、ストレス管理論(2)、情報と意思決定(2)、地域
情報学(2) 

生命科学プロ
グラム 
 

応用化学科 
 

 【必修】 
生命化学Ⅰ(2)、細胞生物学(2)、生命化学Ⅱ(2)、生命
システム解析学(2)、遺伝子工学(2)、微生物学(2) 
【選択必修】 
科学と倫理(2)、安全科学総論(安全科学とリスクマネジ
メント)(2)、ストレス管理論(2) 
【選択】 
バイオセキュリティー概論(2)、同位体と材料の無機化
学(2)、資源環境分析(2)、安全と防災の化学(2)、放射
線計測(2)、人間情報工学(2)、環境対応材料(2)、生命
と情報(2) 

２４ 
 

国際交流プロ
グラム 
 

全学科 
 

 【選択】(文化・情報系科目)  
多文化社会論(2)、異文化交流論(2)、欧米史研究(2)、
日本・アジア史研究(2)、漢文学(2)、地域研究Ａ(2)、
地域研究Ｂ(2)、英語コミュニケーション概論(2)、異文
化コミュニケーション概論(2)、地域情報学(2)、インタ
ーネットメディアコミュニケーション(2)、情報セキュ
リティ概論(2) 

１２ 
 

【選択】(語学系科目) 
独語特講Ⅰ(2)、独語特講Ⅱ(2)、仏語特講Ⅰ(2)、仏語
特講Ⅱ(2)、中国語特講Ⅰ(2)、中国語特講Ⅱ(2)、露語
特講Ⅰ(2)、露語特講Ⅱ(2)、朝鮮語特講Ⅰ(2)、朝鮮語
特講Ⅱ(2)、アラビア語特講Ⅰ(2)、アラビア語特講Ⅱ(2
)、ポルトガル語特講Ⅰ(2)、ポルトガル語特講Ⅱ(2) 

 

 
 



 

別表第３(第１４条関係) 

進級及び卒業に必要な単位数 

(人文・社会科学専攻) 

 区 分 

教 

養 

教 

育 

外国語 

体 
 
 
 
 

育 

専 
門 

基 

礎 

専 
 
 
 
 

門 

防 
 

衛 
 

学 

 

 

修得単位数 

 英 語 独 語 

仏 語 

露 語 

中 国 語 

朝 鮮 語 

ｱﾗﾋﾞｱ語 

ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ語 

日 本 語 

 

 

２学年 

進級に 

必要な 

単位数 

35 

単位 

以上 

3以上 6以上 3 18以上  2以上  

 

３学年 

進級に 

必要な 

単位数 

75 

単位 

以上 

8以上 12以上 4  22以上 6以上  

 

４学年 

進級に 

必要な 

単位数 

114 

単位 

以上 

18以上 12以上 5  42以上 14以上  

 

卒業に 

必要な 

単位数 

152 

単位 

以上 

24以上 12以上 2 6 18以上 66以上 24以上  

注意  

ア 外国語（英語） 
必修（12単位）については、2単位に限り、英語の選択（英語演習）をもって振り替 

えることができる。 
イ 専門基礎 

必修（16単位）については、4単位に限り、専門基礎の選択をもって振り替えること 
ができる。 

ウ 専門 
専門の必修科目（40単位のうち卒業研究を除く）を取得できなかった場合については、 

科目担当教官と所属する学科長が認めた場合に 6単位に限り、学科の指定する選択必修 
科目をもって振り替えることができる。 

エ 必修科目及び選択必修科目については、4単位に限り、選択科目をもって振り替える 
ことができる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

(理工学専攻) 

 区 分 

教 

養 

教 

育 

外国語 

体 
 
 
 
 

育 

専 

門 
基 
礎 

専 
 
 
 
 

門 
防 

 

衛 
 

学 
 

 

修得単位数 

 英 語 独 語 

仏 語 

露 語 

中 国 語 

朝 鮮 語 

ｱﾗﾋﾞｱ語 

ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ語 

日 本 語 

 

 

２学年 

進級に 

必要な 

単位数 

35 

単位 

以上 

3以上 6以上 3 19以上  2以上  

 

３学年 

進級に 

必要な 

単位数 

75 

単位 

以上 

8以上 12以上 4 30以上 12以上 6以上  

 

４学年 

進級に 

必要な 

単位数 

114 

単位 

以上 

18以上 12以上 5  30以上 14以上  

 

卒業に 

必要な 

単位数 

152 

単位 

以上 

24以上 12以上 2 6 30以上 54以上 24以上  

注意 

 
ア 教養教育 

「基礎ゼミナール」及び「近現代史」を除く必修（4単位）については、2単位に限り、指 
定する教養教育の選択をもって振り替えることができる。 

イ 外国語（英語） 
必修（12単位）については、2単位に限り、英語の選択（英語演習）をもって振り替えるこ 

とができる。 
ウ 専門基礎 

専門基礎の必修の一部の科目については専門基礎の選択をもって 4単位に限り、振り替える 
ことができる。 

エ 専門 
卒業研究、演習、実習、製図及び実験を除く必修（各学科所定の単位数）を取得できなかっ 

た場合については、科目担当教官と所属する学科長が認めた場合に 6単位に限り、学科の指定 
する科目をもって振り替えることができる。 

オ 防衛学 
必修科目及び選択必修科目については、4単位に限り、選択科目をもって振り替えることが 

できる。 

 



 

 

別紙様式（第８条関係） 

 

 

 

履 修 科 目 の 変 更 届（追加・取消し） 

 

  年  月  日 

 

教 務 部 長 殿 

 

個有番号 学 年 要 員 教務班 出席番号 氏      名 

     
  

 

下記の事由により届出します。 

追 加 

学 期 曜 日・時 限 科      目      名 

  

 

 

事 由 
 

 

＊ 

担当教官の

確    認 

教育室・学科名 氏             名 

 

 
  

 

取消し 

学 期 曜 日・時 限 科      目      名 

  

 

 

事 由 
 

 

＊ 

担当教官の

確    認 

教育室・学科名 氏             名 

 

 
  

 

＊ 授業開始前は担当教官の確認は必要としない。 


